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一

図 2　「野田みな挨拶／見立模様劇場染」 図 1　「歌澤芝喜太夫／浅草新福富町呉服太物
商号竺仙金屋仙之助／よし原仲の丁藤井
なを／見立模様上野動物院染」

図 1、2、4～25
　 : 東京都立中央図書館特別文庫室所蔵（東京誌料文庫）　016-C003「東京自慢名物会」

本文掲載大久保論文「錦絵揃物「東京自慢名物会」「見立模様」の研究――見立意匠にみる「江戸」
「東京」の交差――」参照
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）
二

図 4　「全亭武生／日本橋区両国薬研堀薬剤師
高木與八郎／よし町ほていやよう／見立
模様浅草山谷橋染」

図 5　「三遊亭圓朝／魚市場問屋いづ林／よし
町よろづ家小やな／見立模様日本橋染」
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）
三

図 6　「歌澤芝喜太夫／浅草黒船町名題あらひ
粉本家梅素亭宮城 ／からす森枡亀鶴久
龍／見立模様旧猿若町織物」

図 7　「柳家つば女／神田区末廣町菅俣吉兵衛
／赤さか春本内小若／見立模様上野黒門
袴腰染」
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）
四

図 8　「松林若圓／本所区両国元町両国与兵衛
寿司小泉与兵衛／柳はし　きくの屋小高
／見立模様両国橋詰更紗」

図 9　「桜川善孝／料理店新よし原京町金子く
に／よし原仲の町いづ虎内小菊／見立模
様永代橋高尾染」
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）
五

図 10　「竹本花太夫／鰹節商日本橋瀬戸物町イ
伊勢屋高津伊兵衛／新はし梅之家きみ
代／見立模様呉服町鰹縞土佐画薩摩か
すり」

図 11　「富本半平／京橋区中橋廣小路菓子舗松
月堂／新吉原仲の町大黒屋しめ／見立
模様浅草田甫酉の市織」

図 12　「桜川勇孝／下谷区上車坂町さくらか守
田重兵衛／新吉原仲之町大黒屋さだ／
見立模様向嶋長命寺染」

図 13　「都吟中／日本橋区堀江町嶋田善兵衛／
清元葉女／見立模様小舟町天王大〆染」
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）
六図 17　「三笑亭芝楽／会席御料理烏森町扇芳亭

／新橋からす森山澤屋政治／見立模様
芝浦そめ」

図 14　「立川談志／柳ばし升田屋生稲喜久／柳
ばし升田やよし／見立模様両国橋段絞」

図 15　「五代目雷門助六／浅草観音仲見世梅林
堂太田政次郎／神田こうふ所福中とも
ゑ／見立模様浅草観音染」

図 16　「三住家勝冶郎／神田佐柄木町倉田屋小
峰文次郎／竹本綾之助／神田明神ノ画
革」
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（
　
　
）
七

図 18　「双竜齋貞鏡／下谷池之端仲町玉寶堂飯
塚伊兵衛／しんばし　よし田屋つま／
見立模様新橋停車場染」

図 19　「竹本長廣／売薬化粧品問屋銀座一丁目
つやふきん佐々木玄兵衛／からす森今
春本さと／見立模様銀座友禅」

図 20　「松林伯圓／日本橋区橘町大彦染／新ば
し玉のやぽん太／見立元禄模様藍染川」

図 21　「桜川善六／小間もの商浅草清島町万屋
吉兵衛／新よし原仲之町松本やつこ／
見立模様江戸橋郵便三ツ菱染」

―　　―
口絵 7

108



（
　
　
）
八

図 22　「清元志津太夫／東京火災保険株式会社
消防組／新ばし福玉屋小喜代／見立模
様西川岸そめ」

図 23　「快楽亭ブラック／下谷区上野公園地
桜ヶ岡桜雲台八百膳／赤坂　春本秀吉
／見立模様山王星ケ岡織」

図 24　「竹本小政／上野鶯渓料理温泉いかほ清
水栄太郎／ 新吉原仲の町　貴島屋いく
／ 見立模様品川乾海苔染」

図 25　「司馬龍生／御料理海水浴品川鮫洲川崎
屋松沢吉五郎／新はし辰中村屋千代／
見立模様深川木場杢目染」
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九

　
錦
絵
揃
物
「
東
京
自
慢
名
物
会
」「
見
立
模
様
」
の
研
究

　

―
―
見
立
意
匠
に
み
る
「
江
戸
」「
東
京
」
の
交
差
―
―　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
久
保
　
尚
　
子

は
じ
め
に

一
、「
東
京
自
慢
名
物
会
」
出
版
の
経
緯
と
関
与
し
た
人
々

二
、
明
治
期
劇
界
周
辺
に
み
る
見
立
趣
向
の
系
譜
―
六
二
連
手
拭
合
な
ど

三
、「
見
立
模
様
」
に
み
る
江
戸
文
化
の
継
承
と
明
治
の
新
風

結
び

は
じ
め
に

江
戸
後
期
の
戯
作
、
浮
世
絵
に
み
ら
れ
る
特
徴
的
な
表
現
手
法
の
一
つ
に
「
見

立
」
が
あ
る
。
一
八
世
紀
半
ば
以
降
の
戯
作
、
浮
世
絵
に
展
開
す
る
見
立
趣
向
の

流
れ
の
中
に
は
、山
東
京
伝
に
よ
る
『
小
紋
裁
』（
天
明
四
年
・
一
七
八
四
刊
）『
小

紋
新
法
』（
天
明
六
年
・
一
七
八
六
刊
）『
小
紋
雅
話
』（
寛
政
二
年
・
一
七
九
〇
刊
）

を
先
駆
け
と
し
て
、
染
織
意
匠
の
形
態
に
よ
る
見
立
表
現
も
登
場
す
る
。
見
立
趣

向
の
意
匠
表
現
は
、
虚
実
曖
昧
な
遊
び
の
世
界
か
ら
、
や
が
て
現
実
に
も
及
ん
で

い
っ
た
こ
と
、さ
ら
に
そ
の
系
譜
の
展
開
は
明
治
期
以
降
に
も
み
ら
れ
る
こ
と
を
、

こ
れ
ま
で
論
じ
て
き
）
1
（

た
。

江
戸
か
ら
明
治
へ
の
見
立
趣
向
の
展
開
を
と
ら
え
る
上
で
注
目
さ
れ
る
作
品

に
、「
見
立
模
様
」
を
含
む
大
判
錦
絵
揃
物
「
東
京
自
慢
名
物
会
」（
明
治
二
九
か

ら
三
〇
年
・
一
八
九
六
―
九
七
）
が
あ
る
。
こ
の
作
品
に
つ
い
て
、島
田
筑
波
「
浮

世
絵
雑
）
2
（

考
」（
一
九
三
〇
―
三
一
年
）
で
は
一
〇
一
枚
揃
い
と
さ
れ
て
い
る
が
、

筆
者
が
確
認
し
た
範
囲
の
博
物
館
、
図
書
館
等
に
お
け
る
こ
の
揃
物
の
所
蔵
例
の

う
ち
最
も
多
く
の
点
数
が
揃
っ
て
い
る
東
京
都
立
中
央
図
書
館
東
京
誌
料
文
庫
蔵

品
【
0
　

1
　

6
―
C
　　

0
　

0
　

3
】
は
一
〇
三
枚
揃
い
で
あ
る
。
以
下
「
東
京
自
慢
名

物
会
」
に
つ
い
て
【
0
　

1
　

6
―
C
　　

0
　

0
　

3
】
原
資
料
の
調
査
に
基
づ
い
て
述
べ
る
。

各
図
は
画
面
を
三
区
分
し
た
貼
交
絵
形
式
で
構
成
さ
れ
、
上
段
に
賛
を
添
え
た
名

店
紹
介
図
、
下
段
右
に
芸
妓
や
女
芸
人
の
半
身
像
、
下
段
左
に
名
所
名
物
に
取
材

し
た
「
見
立
模
様
」
が
配
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
上
段
右
端
「
東
京
自
慢
名
物
会
」

の
題
の
上
に
落
語
、
講
談
、
音
曲
関
係
、
幇
間
ら
芸
人
の
名
を
記
し
た
扇
面
を
添

え
る
。
例
え
ば
図
1
で
は
上
段
に
「
歌
澤
芝
喜
太
夫
」
の
扇
面
、「
浅
草
新
福
富

町
呉
服
太
物
商
号
竺
仙
金
屋
仙
之
助
」
の
反
物
図
、
下
段
「
よ
し
原
仲
の
丁
藤
井

な
を
」「
見
立
模
様
上
野
動
物
院
染
」
が
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
以
来
の
老

舗
か
ら
開
化
の
新
事
業
ま
で
多
様
な
名
店
図
、
容
貌
の
個
性
を
と
ら
え
変
化
に
富

む
ポ
ー
ズ
で
描
か
れ
た
美
人
図
は
興
味
深
い
が
広
告
的
性
格
を
持
ち
店
の
住
所
や

芸
妓
の
本
名
を
附
記
す
る
な
ど
リ
ア
ル
な
情
報
伝
達
を
重
ん
ず
る
近
代
的
感
覚
で

制
作
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、「
見
立
模
様
」
は
純
粋
に
創
作
的
で
あ
り
、
題
材

選
択
と
意
匠
構
成
の
趣
向
は
明
治
期
に
お
け
る
見
立
意
匠
表
現
を
考
え
る
上
で
注
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（　
　

）

一
〇

目
さ
れ
る
。

筆
者
は
以
前
、
こ
の
「
見
立
模
様
」
を
と
り
あ
げ
、
見
立
意
匠
表
現
の
明
治
中

期
に
お
け
る
継
承
状
況
を
と
ら
え
、
近
代
に
お
い
て
江
戸
的
な
意
匠
表
現
が
持
つ

意
味
を
論
ず
る
こ
と
を
試
み
）
3
（
た
が
、不
十
分
な
点
が
残
っ
た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、

旧
稿
で
は
至
ら
な
か
っ
た
同
時
代
の
人
々
に
と
っ
て
の
「
見
立
」
の
意
義
に
関
す

る
考
察
を
加
え
、「
見
立
模
様
」
の
作
例
検
討
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
を
中
心
課
題

と
し
、
改
め
て
こ
の
作
品
を
通
し
て
見
立
と
い
う
江
戸
的
な
表
現
手
法
の
明
治
の

東
京
に
お
け
る
継
承
と
新
展
開
を
捉
え
た
い
。
以
下
で
は
最
低
限
の
必
要
事
項
以

外
は
旧
稿
と
の
重
複
は
避
け
、
新
た
な
資
料
、
考
察
を
加
え
、「
見
立
模
様
」
の

作
例
検
討
を
大
幅
に
増
補
し
た
。

こ
こ
で
意
匠
に
お
け
る
「
見
立
」
概
念
を
確
認
し
て
お
く
。
一
八
世
紀
半
ば
以

降
盛
ん
に
な
る
見
立
絵
本
や
浮
世
絵
の
見
立
絵
に
み
ら
れ
る
「
見
立
」
と
称
さ
れ

る
表
現
方
法
は
、
複
数
個
の
事
物
を
、
他
の
あ
る
統
一
的
類
概
念
の
そ
れ
ぞ
れ
に

「
よ
そ
へ
」「
な
ぞ
ら
へ
」
る
操
作
を
い
う
も
の
と
と
ら
え
ら
れ
る
こ
と
が
岩
田
秀

行
氏
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
）
4
（
る
。
構
図
の
類
似
が
意
匠
に
お
け
る
見
立
の
基
本
で

あ
る
か
の
よ
う
に
思
い
が
ち
だ
が
、
江
戸
後
期
に
お
け
る
「
見
立
」
と
は
形
態
上

の
類
似
で
は
な
く
、
作
品
全
体
を
包
括
す
る
概
念
上
の
問
題
で
あ
っ
た
。
京
伝
見

立
小
紋
集
に
お
て
も
古
典
意
匠
へ
の
な
ぞ
ら
え
な
ど
構
図
上
の
見
立
を
伴
う
例
は

一
部
に
す
ぎ
ず
、
本
来
染
織
意
匠
と
は
無
関
係
な
江
戸
の
名
物
や
風
俗
の
主
題
の

一
つ
一
つ
を
小
紋
風
に
示
す
こ
と
自
体
を
「
見
立
て
小
紋
に
作
る
」
と
称
し
て
い

る
と
と
ら
え
ら
れ
た
。「
東
京
自
慢
名
物
会
」
の
「
見
立
模
様
」
も
必
ず
し
も
構

図
上
の
見
立
を
伴
わ
な
い
。
檻
を
思
わ
せ
る
縦
線
と
豹
柄
で
動
物
園
を
あ
ら
わ
す

と
い
う
よ
う
に
（
図
1
「
見
立
模
様
上
野
動
物
院
染
」）
端
的
な
モ
チ
ー
フ
が
意

味
を
持
ち
、
提
示
さ
れ
た
主
題
の
読
み
解
き
に
つ
な
が
る
点
に
、「
見
立
模
様
」

が
「
見
立
」
の
名
を
冠
す
る
所
以
が
あ
る
。
本
作
一
連
の
統
一
主
題
は
、
言
う
ま

で
も
な
く
東
京
自
慢
、
東
京
名
物
で
あ
り
、
出
版
時
現
在
だ
け
で
な
く
過
去
（
江

戸
）
に
属
す
る
題
材
も
含
ま
れ
る
。

な
お
、
本
作
の
貼
交
絵
形
式
の
構
図
は
、
幕
末
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
か
ら

慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
に
出
版
さ
れ
た
錦
絵
揃
物
三
代
豊
国
他
画
「
江
戸
の
花

名
勝
会
」
と
よ
く
似
て
い
る
。「
江
戸
の
花
名
勝
会
」
は
画
面
を
三
区
分
し
、
下

段
に
、
歌
舞
伎
の
役
柄
に
扮
し
た
役
者
の
姿
絵
、
そ
れ
に
繋
が
り
の
あ
る
江
戸
名

所
、
上
段
に
は
土
地
の
名
物
や
役
者
絵
の
演
目
に
か
け
て
名
所
地
名
を
導
く
戯
文

が
絵
解
き
風
の
図
と
と
も
に
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
三
区
分
の
構
図
ば
か
り

か
、題
の
傍
に
配
し
た
扇
面
ま
で
、「
江
戸
の
花
名
勝
会
」
と
「
東
京
自
慢
名
物
会
」

の
構
図
は
似
通
っ
て
お
り
、
後
者
は
前
者
を
意
識
し
て
摸
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
た
だ
し
「
江
戸
の
花
名
勝
会
」
で
は
、
三
区
分
全
体
で
一
つ
の
名
所
名
物
を

示
す
見
立
趣
）
5
（
向
が
あ
る
の
に
対
し
、「
東
京
自
慢
名
物
会
」
で
は
、
名
店
図
、
美

人
図
、「
見
立
模
様
」
の
三
者
は
一
つ
の
主
題
に
明
確
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
。
見
立
模
様
の
題
材
が
新
橋
停
車
場
な
ら
美
人
図
は
売
れ
っ
子
の

新
橋
芸
者
、
名
店
図
は
装
身
具
の
店
の
新
作
紹
介
図
、
美
人
図
が
幕
末
来
の
清
元

の
名
人
お
葉
な
ら
見
立
模
様
は
江
戸
を
代
表
す
る
天
王
祭
の
大
〆
縄
、
名
店
図
は

芸
人
や
神
社
に
縁
の
あ
る
誂
え
手
拭
の
店
と
い
う
よ
う
に
三
者
は
緩
や
か
に
繋

が
っ
て
い
る
。
今
現
在
の
東
京
の
繁
栄
を
示
す
名
店
図
、美
人
図
に
「
見
立
模
様
」

が
奥
行
き
を
加
え
、
多
彩
な
「
東
京
名
物
」
の
取
り
合
わ
せ
を
楽
し
む
遊
び
心
あ

る
作
品
と
し
て
纏
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
「
見
立
模
様
」
に
焦
点
を
当
て
、
明
治

二
〇
年
代
末
の
東
京
人
の
「
東
京
」
と
「
江
戸
」
に
対
す
る
視
線
を
と
ら
え
る
こ

と
も
、
本
論
の
目
的
で
あ
る
。
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（　
　

）

一
一

一
、「
東
京
自
慢
名
物
会
」
出
版
の
経
緯
と
関
与
し
た
人
々

（1）　
「
東
京
自
慢
名
物
会
」
出
版
の
背
景

本
作
の
出
版
経
緯
は
、
連
作
完
結
に
際
し
た
企
画
者
挨
拶
を
記
し
た
揃
物
中
の

一
枚
（
図
2
）
か
ら
読
み
取
れ
る
。
挨
拶
文
は
「
松
駒
連
幹
事　

野
田
み
な
」
よ

り
の
口
上
の
形
を
取
り
、「
東
京
自
慢
名
物
会
の
趣
向
は　

松
駒
連
の
幹
事
な
り

し
私
夫
野
田
安
が
御
連
中
の
御
勧
め
に
随
ひ
て
思
ひ
立
ち
」出
版
し
た
と
こ
ろ「
国

周
、
薫
、
千
秋
、
の
諸
先
生
も
一
層
力
を
沿
え
ら
れ
し
為
め
諸
方
に
て
大
評
判
」

と
な
っ
た
こ
と
、
ま
た
「
中
頃
に
て
夫
野
田
安
遠
行
致
し
其
段
ハ
未
熟
な
が
ら
私

引
受
漸
く
大
尾
ま
で
取
纏
め
し
は
實
に
皆
様
御
ひ
ゐ
き
の
御
蔭
」
と
の
感
謝
が
述

べ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
本
作
の
趣
向
は
「
松
駒
連
」
の
幹
事
「
野
田
安
」
が

連
中
の
人
々
の
勧
め
に
よ
り
企
画
出
版
、
評
判
を
得
た
が
、
中
途
で
「
野
田
安
」

が
亡
く
な
り
、
そ
の
後
を
妻
「
野
田
み
な
」
が
引
き
受
け
完
成
に
漕
ぎ
着
け
た
も

の
と
わ
か
る
。
下
段
の
口
上
を
述
べ
る
黒
紋
付
き
小
袖
羽
織
、
断
髪
の
男
と
見
紛

う
人
物
像
が
「
野
田
み
な
」、「
見
立
模
様
」
は
、
東
京
の
主
要
劇
場
で
あ
っ
た
都
、

明
治
、
歌
舞
伎
、
市
村
、
春
木
の
各
座
名
を
印
尽
し
風
に
意
匠
化
し
背
景
に
座
紋

を
散
ら
し
た
「
劇
場
染
」
で
あ
る
。

口
上
に
は
「
国
周
、
薫
、
千
秋
の
諸
先
生
」（
美
人
図
の
絵
師
、
見
立
模
様
の

絵
師
、
名
店
紹
介
図
賛
者
）
の
名
が
挙
げ
ら
る
が
、
作
品
中
に
名
の
み
え
る
絵
師
、

賛
者
は
他
に
も
あ
る
。

上
段
名
店
紹
介
図
の
賛
に
は
大
半
に
「
い
な
葉
千
秋
」
に
よ
る
狂
句
、
狂
歌
、

戯
文
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、「
万
十
」
と
い
う
号
の
狂
句
等
も
含
ま
れ
る
。

店
舗
や
商
品
の
図
は
癖
の
な
い
写
生
的
な
表
現
に
よ
る
も
の
で
、
大
半
は
無
款
で

あ
る
が
、少
数
な
が
ら
「
綾
岡
」、「
楳
堂
」、「
竹
陰
」
の
落
款
が
み
え
る
。「
綾
岡
」

は
綾
岡
輝
松
の
長
男
で
、
柴
田
是
真
に
師
事
し
、
書
画
、
図
案
を
業
と
し
た
綾
岡

有
真
（
二
代
綾
岡
）
と
考
え
ら
れ
る
。
綾
岡
に
よ
る
図
は
、
幕
末
期
の
通
人
連
中

の
一
人
、
金
屋
仙
之
助
が
起
こ
し
た
呉
服
店
「
竺
仙
」
の
本
店
、
分
店
、
東
京
好

み
の
双
子
織
唐
桟
縞
で
知
ら
れ
た
「
田
村
屋
」、
一
流
の
意
匠
と
加
工
で
知
ら
れ

た
呉
服
商
「
大
彦
」
と
、
い
ず
れ
も
意
匠
に
対
し
一
方
な
ら
ぬ
こ
だ
わ
り
を
持
つ

呉
服
太
物
商
で
あ
り
、「
も
と
め
に
よ
り
て
」「
応
需
」
等
の
言
葉
が
添
え
ら
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
も
、特
に
注
文
を
受
け
て
綾
岡
が
担
当
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

「
楳
堂
」
は
、
歌
川
派
の
浮
世
絵
師
小
国
政
の
別
号
、「
竹
陰
」
は
不
明
で
あ
る
。

下
段
美
人
図
の
う
ち
、落
款
を
有
す
る
も
の
の
ほ
と
ん
ど
は
「
豊
原
国
周
」「
国

周
」
筆
で
あ
る
。
ほ
か
に
「
豊
斎
国
貞
」（
三
代
国
貞
）、「
小
国
政
」（
前
述
）
も

一
点
ず
つ
み
え
る
。
清
元
節
の
女
流
名
人
清
元
お
葉
を
描
い
た
「
清
元
葉
女
」
に

は
「
応
需
豊
原
国
周
筆
」
と
あ
る
。

下
段
見
立
模
様
、
一
〇
三
枚
中
二
枚
は
「
千
秋
好
」
と
記
さ
れ
名
店
図
の
賛
者

「
い
な
葉
千
秋
」
の
案
と
み
ら
れ
る
が
、
残
り
は
梅
素
薫
（
別
号
蘭
洲
、
後
述
）

に
よ
る
。
薫
の
見
立
模
様
に
は
「
梅
素
薫
案
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
「
見
立
模
様

西
川
岸
そ
め
」
の
み
「
応
需
蘭
洲
画
」
と
あ
り
、
上
段
名
店
図
の
東
京
火
災
保
険

株
式
会
社
の
社
章
が
「
見
立
模
様
」
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

一
部
に
み
ら
れ
る
「
応
需
」
等
の
表
現
は
、
登
場
す
る
店
や
人
物
か
ら
の
注
文

に
基
づ
い
て
描
か
れ
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
こ
の
貼
交
絵
形
式
が
、
な
に
が
し

か
の
出
資
を
条
件
に
参
加
者
を
募
り
編
集
さ
れ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

本
作
の
企
画
に
か
か
わ
っ
た
「
松
駒
連
」
は
、
見
立
模
様
の
主
題
「
劇
場
染
」

に
う
か
が
わ
れ
る
よ
う
に
歌
舞
伎
見
物
の
連
中
で
あ
る
。
雑
誌
「
歌
舞
伎
新
）
6
（
報
」
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一
二

明
治
二
〇
年
代
後
半
の
雑
報
記
事
を
参
照
す
る
と
、「
松
駒
連
」
は
、
そ
の
名
の

通
り
松
島
屋
、
成
駒
屋
を
贔
屓
に
す
る
見
物
連
で
あ
る
と
わ
か
）
7
（

る
。
幹
事
「
野
田

安
」
こ
と
野
田
安
太
郎
の
話
題
も
み
え
、
深
野
座
の
芝
居
茶
屋
と
喧
嘩
し
た
り
、

川
上
座
で
座
主
の
不
当
な
振
る
舞
い
に
腹
を
立
て
騒
動
を
起
こ
し
た
り
）
8
（
と
、
芝
居

通
と
い
う
よ
り
も
侠
気
の
勝
っ
た
派
手
好
き
な
人
物
像
が
浮
か
ぶ
。
人
騒
が
せ
で

は
あ
る
が
、
没
後
「
野
田
安
の
冥
府
劇
信
」
な
る
戯
文
が
「
歌
舞
伎
新
報
」
に
掲

載
さ
れ
る
な
ど
（
一
六
六
一
号
明
治
二
九
年
一
二
月
一
二
日
）、
野
田
安
は
一
種

の
名
物
男
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

歌
舞
伎
の
連
中
と
「
東
京
自
慢
」
を
主
題
と
し
た
見
立
趣
向
を
含
む
揃
物
錦
絵

の
企
画
と
は
一
見
結
び
つ
き
に
く
い
が
、幕
末
来
の
劇
界
周
辺
の
文
化
を
知
る
と
、

つ
な
が
り
が
み
え
て
く
る
。
芝
居
通
の
集
ま
り
と
し
て
知
ら
れ
た
「
六
二
連
」「
水

魚
連
」
な
ど
で
は
、
贔
屓
役
者
に
贈
る
引
幕
や
連
内
で
の
配
り
も
の
に
趣
向
を
凝

ら
す
な
ど
何
か
に
つ
け
て
意
匠
の
工
夫
が
楽
し
ま
れ
て
い
た
。特
に
六
二
連
で
は
、

芝
居
に
ち
な
む
見
立
趣
向
を
競
う
「
手
拭
合
」
や
「
聯
合
」
が
毎
年
行
わ
れ
て
い

た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
後
述
の
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
連
中
に
限
ら
ず
劇
界
周
辺

で
は
見
立
趣
向
の
装
飾
や
遊
び
が
親
し
ま
れ
て
お
り
、
松
駒
連
の
人
々
に
も
同
様

の
感
覚
が
共
有
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
あ
わ
せ
る

と
、
連
中
か
ら
「
東
京
自
慢
」
を
主
題
と
す
る
錦
絵
の
企
画
が
起
こ
り
、
連
員
の

協
力
も
あ
り
完
成
に
漕
ぎ
着
け
た
と
い
う
事
情
に
も
納
得
が
ゆ
く
。
派
手
好
き
な

野
田
安
と
し
て
は
、
多
く
の
商
店
や
芸
妓
、
芸
人
が
名
を
連
ね
る
大
が
か
り
な
揃

物
の
企
画
は
、
周
囲
を
驚
か
せ
る
目
論
見
と
し
て
望
む
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
。

野
田
安
と
松
駒
連
以
外
に
も
、
こ
の
作
品
に
は
、
歌
舞
伎
界
の
周
辺
に
連
な
る

人
々
が
関
与
し
て
い
る
。「
見
立
模
様
」
を
担
当
し
た
梅
素
薫
は
幕
末
か
ら
続
く

連
中
「
六
二
連
」
幹
事
で
あ
り
、「
手
拭
合
」
に
も
長
く
参
加
し
て
い
る
。
名
店

図
に
登
場
す
る
「
竺
仙
」「
大
彦
」「
梅
素
亭
宮
城
」
も
主
人
が
「
六
二
連
」
連
員

で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
「
竺
仙
」
は
幕
末
期
の
趣
味
人
で
あ
り
呉
服
商
、「
大
彦
」

も
著
名
呉
服
商
で
あ
る
。「
梅
素
亭
宮
城
」
は
、
竺
仙
同
様
幕
末
来
の
趣
味
人
仲

間
に
連
な
り
六
二
連
初
期
か
ら
の
連
員
で
あ
っ
た
梅
素
玄
魚
の
息
子
で
、「
楽
屋

つ
か
ひ
名
題
洗
ひ
粉
」
を
商
っ
て
い
た
。
美
人
図
の
国
周
は
役
者
絵
を
得
意
と
し

た
だ
け
で
な
く
、
壮
年
の
頃
に
は
自
身
も
役
者
の
声
色
や
踊
り
に
巧
み
で
茶
番
狂

言
に
興
じ
た
と
い
）
9
（

う
。
背
後
に
広
が
る
幕
末
来
の
芝
居
好
き
の
趣
味
人
た
ち
の
世

界
に
お
け
る
意
匠
の
趣
向
を
楽
し
む
気
風
が
、「
見
立
模
様
」
の
企
画
を
実
現
さ

せ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（2）　
「
見
立
模
様
」
の
作
者
梅
素
薫
と
そ
の
仕
事

「
見
立
模
様
」
の
作
者
梅
素
薫
（
本
姓
関
）
10
（
根
、
別
号
蘭
）
11
（
洲　

生
没
年
不
詳
）
は
、

「
当
時
六
二
連
の
幹
事
に
て
傭
書
ハ
素
よ
り
画
も
出
来
て
調
法
役
者
の
大
達
も
の

梅
素
薫
さ
ん
」（「
歌
舞
伎
新
報
」
七
一
五
号　

明
治
一
九
年
・
一
八
八
六　

一
〇

月
二
九
日
）
と
み
え
る
よ
う
に
傭
書
と
絵
を
兼
業
し
、
図
案
家
（
意
匠
家
）
で
も

あ
っ
た
。
著
名
画
家
ら
の
袱
紗
図
案
を
集
め
た
明
治
二
七
年（
一
八
九
四
）刊『
図

案
服
紗
）
12
（

合
』
に
関
根
薫
の
名
で
二
点
の
作
品
を
寄
せ
て
お
り
、
当
時
名
の
通
っ
た

図
案
制
作
者
の
一
人
で
あ
っ
た
と
わ
か
る
。「
六
二
連
」
に
深
く
か
か
わ
っ
た
こ

と
は
薫
の
図
案
の
仕
事
に
も
関
係
し
て
い
る
。

六
二
連
は
幕
末
、
安
政
初
年
か
ら
続
く
見
物
連
で
あ
り
、
見
巧
者
の
集
ま
り
と

し
て
知
ら
）
13
（

れ
、
明
治
期
に
は
、
江
戸
時
代
の
役
者
評
判
記
の
後
を
継
ぐ
『
俳
優
評

判
記
』
の
出
版
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。
そ
の
草
創
期
か
ら
の
主
要
連
員
に
、
幕
末

期
に
絵
師
、
傭
書
家
と
し
て
活
躍
し
、
各
種
意
匠
を
得
意
と
し
た
梅
素
玄
魚
（
文
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一
三

化
一
四
年
・
一
八
一
七
生
、
明
治
一
三
年
・
一
八
八
〇
没
）
が
い
た
。

玄
魚
は
合
巻
な
ど
の
袋
絵
や
摺
物
、
鯰
絵
な
ど
の
版
下
絵
で
著
名
で
あ
る
。
千

社
札
は
自
ら
仲
間
う
ち
に
加
わ
り
、
ま
た
六
二
連
の
ほ
か
三
題
噺
の
連
中
へ
の
参

加
を
通
じ
た
幕
末
の
文
人
通
人
仲
間
と
の
交
遊
で
知
ら
れ
る
。仮
名
垣
魯
文
の「
梅

素
小
伝
」（
初
出
「
芳
譚
雑
誌
」
第
二
十
五
号
明
治
一
三
年
・
一
八
八
〇　

三
月
）

に
は
、「
書
画
の
板
下
衣
類
の
模
様
或
ひ
は
新
形
の
工
風
に
筆
頭
の
自
在
を
働
か

し
好
事
の
眼
目
を
驚
か
し
（
略
）
書
肆
薬
舗
劇
場
花
柳
の
重
宝
と
称
さ
れ
し
傭
書

家
の
巨
）
14
（

擘
」
と
み
え
、
玄
魚
は
染
織
意
匠
に
も
筆
を
振
る
い
、
芝
居
通
で
あ
る
と

同
時
に
劇
場
関
係
の
仕
事
も
手
が
け
た
よ
う
で
あ
る
。
傭
書
家
が
出
版
物
の
意
匠

を
手
が
け
、
そ
の
延
長
で
染
織
を
含
む
多
様
な
分
野
の
意
匠
に
も
か
か
わ
っ
た
事

実
は
、
近
代
的
「
図
案
家
」
確
立
以
前
の
意
匠
創
作
状
況
を
知
る
上
で
も
興
味
深

い
。同

じ
梅
素
を
名
乗
る
こ
と
か
ら
う
か
が
わ
れ
る
よ
う
に
、
玄
魚
と
薫
は
六
二
連

で
の
交
遊
の
ほ
か
、仕
事
上
の
師
弟
関
係
に
あ
っ
た
。
明
治
三
三
年
（
一
九
〇
〇
）

一
一
月
二
三
日
発
行
の
「
都
の
華
」
第
四
〇
号
所
載
「
手
拭
の
は
な
し）

15
（

」
と
題
し

た
記
事
に
は
、
薫
の
出
自
に
つ
い
て
語
る
中
で
玄
魚
の
弟
子
で
あ
る
こ
と
が
言
及

さ
れ
て
い
る
。

染
の
下
絵
ハ
梅
素
、
薫
が
一
手
専
売
と
い
ふ
有
様
な
り
し
な
り
、
此
の
薫
ハ
玄
魚

の
弟
子
に
て
祖
父
ハ
飯
田
町
の
中
坂
下
に
て
三
河
屋
弥
平
治マ
マ

と
い
ふ
煙
草
商
に

て
、
傍
ら
狂
歌
を
楽
し
み
、
雅
号
を
奇
楠
楼
橘
薫
と
も
、
蘭
麝
待
と
も
い
ひ
て
、

煙
草
百
種
と
い
ふ
書
、
そ
の
他
黄
表
紙
も
の
六
七
種
の
著
述
あ
り

祖
父
三
河
屋
弥
平
次
は
編
著
『
狂
歌
烟
草
百
首
』（
文
政
三
年
・
一
八
二
〇
序
）

の
ほ
か
、「
蘭
奢
亭
薫
」「
橘
薫
」「
橘
香
保
留
」「
三
河
屋
弥
平
次
」「
蘭
奢
台
」「
蘭

麝
亭
」
の
号
で
、
寛
政
末
か
ら
文
政
期
に
か
け
て
、
黄
表
紙
、
洒
落
本
、
合
巻
、

狂
歌
集
等
を
著
し
て
い
）
16
（

る
。「
薫
」
の
号
は
祖
父
の
雅
号
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
り
、

薫
は
煙
草
商
で
あ
り
な
が
ら
、
戯
作
者
で
も
あ
っ
た
祖
父
の
血
筋
を
意
識
し
て
い

た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
背
景
も
あ
り
玄
魚
の
弟
子
と
な
る
に

至
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

薫
は
傭
書
と
絵
と
意
匠
の
仕
事
を
兼
業
し
た
点
、
玄
魚
と
同
じ
で
あ
る
。
明
治

期
に
入
り
近
代
的
図
案
観
が
確
立
さ
れ
る
中
で
、
図
案
家
は
独
立
し
た
職
業
と

な
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
薫
は
依
然
、
江
戸
時
代
的
な
業
態
を
持
続
し

て
い
た
と
い
え
る
。
ま
た
薫
は
六
二
連
で
、
評
判
記
執
筆
の
ほ
か
、
手
拭
合
や
贈

り
幕
の
意
匠
に
腕
を
振
る
っ
て
い
る
。
意
匠
の
手
腕
が
遊
び
の
領
域
に
繋
が
っ
て

い
る
点
も
玄
魚
と
共
通
し
て
い
る
。

「
歌
舞
伎
新
報
」
に
は
梅
素
薫
の
図
案
の
仕
事
を
伝
え
る
記
事
が
散
見
さ
れ
、

彼
の
図
案
の
傾
向
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
歌
舞
伎
関
連
で
は
、
贔
屓
か
ら
役
者

へ
贈
る
引
幕
や
、
劇
場
で
販
売
さ
れ
た
小
物
の
意
匠
を
度
々
手
が
け
て
い
る
。
た

と
え
ば
明
治
一
四
年
一
一
月
、
河
竹
黙
阿
弥
の
一
世
一
代
の
舞
台
（
新
富
座
「
島

鵆
月
白
浪
」）
に
六
二
連
か
ら
送
っ
た
薫
の
意
匠
に
よ
る
引
幕
は
、「
廻
り
の
六
二

升
惣
文
字
と
も
白
抜
に
て
石
摺
と
見
せ
た
」
も
の
（
一
八
六
号　

明
治
一
四
年
・

一
八
八
一　

一
一
月
一
六
日
）、
六
二
連
を
示
す
六
二
升
と
賛
の
文
字
全
体
を
拓

本
に
見
立
て
て
い
る
。
ま
た
明
治
二
〇
年
六
月
新
富
座
の
土
産
物
の
「
勧
進
帳
煙

草
入
」
は
、「
弁
慶
ハ
黒
地
へ
金
に
て
梵
字
を
置
」「
富
樫
は
舞
鶴
」「
義
経
は
輪

堂
崩
し
」
と
、
衣
裳
の
模
様
を
モ
チ
ー
フ
と
し
演
目
役
柄
を
示
す
趣
向
で
あ
っ
た

（
七
八
七
号　

明
治
二
〇
年
・
一
八
八
七　

六
月
四
日
）。
こ
の
よ
う
な
寓
意
表
現

は
見
立
趣
向
か
ら
発
し
た
江
戸
後
期
の
読
み
解
き
の
意
匠
と
通
ず
る
。
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一
四

ま
た
手
拭
や
印
半
天
な
ど
、
名
前
や
屋
号
を
示
す
た
め
一
ひ
ね
り
し
た
、
見
立
、

読
み
解
き
の
趣
向
が
喜
ば
れ
た
染
め
物
意
匠
を
、
薫
は
得
意
と
し
た
。
特
に
手
拭

意
匠
に
つ
い
て
は
、前
掲
「
都
の
華
」
第
四
〇
号
所
載
「
手
拭
の
は
な
し
」
に
、「
染

の
下
絵
ハ
梅
素
、
薫
が
一
手
専
売
と
い
ふ
有
様
な
り
し
」
と
い
う
一
節
が
見
え
、

薫
が
手
拭
下
絵
の
第
一
人
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
同
じ
記
事
の

後
段
に
は
師
匠
の
玄
魚
に
つ
い
て
も
「
玄
魚
ハ
手
拭
絵
の
趣
向
が
な
か
〳
〵
上
手

の
方
に
て
是
真
、綾
岡
、な
ど
ゝ
肩
を
比
べ
た
る
も
の
な
り
」
と
み
え
る
。「
是
真
」

は
柴
田
是
真
、「
綾
岡
」
は
綾
岡
輝
松
で
あ
る
。
明
治
中
期
に
そ
れ
を
継
ぐ
位
置

に
あ
っ
た
の
が
薫
で
あ
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
梅
素
薫
は
、
交
遊
関
係
、
仕
事
の
両
面
で
幕
末
か
ら
明
治
期
に

引
き
継
が
れ
た
江
戸
文
化
の
名
残
の
中
に
身
を
置
い
た
人
物
で
あ
り
、
意
匠
制
作

に
お
い
て
も
江
戸
後
期
以
来
の
、
見
立
趣
向
を
得
意
と
し
て
い
た
。
中
で
も
手
拭

意
匠
は
、
師
匠
の
玄
魚
ゆ
ず
り
の
得
意
技
で
あ
り
、
そ
の
才
は
、
商
売
の
下
絵
描

き
だ
け
で
な
く
、
手
拭
合
と
い
う
遊
び
を
通
し
て
発
揮
さ
れ
た
。

二
、
明
治
期
劇
界
周
辺
に
み
る
見
立
趣
向
の
系
譜 

 

―
六
二
連
手
拭
合
な
ど

（1）　

六
二
連
手
拭
合
の
位
置
づ
け

薫
が
幹
事
を
つ
と
め
た
六
二
連
で
は
、
見
立
趣
向
の
遊
び
、
手
拭
合
（
主
題
を

示
す
意
匠
を
工
夫
し
た
手
拭
を
染
め
て
披
露
し
趣
向
を
競
う
）、
聯
合
（
主
題
を

暗
示
す
る
よ
う
に
小
物
類
を
聯
に
飾
り
そ
の
趣
向
を
競
う
）
を
年
始
会
の
吉
例
と

し
て
い
た
。「
見
立
模
様
」
と
江
戸
後
期
文
化
の
つ
な
が
り
を
捉
え
る
た
め
に

六
二
連
手
拭
合
に
注
目
し
、
こ
の
遊
び
の
具
体
的
様
相
と
歴
史
を
確
認
し
た
い
。

明
治
期
の
六
二
連
手
拭
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
決
め
て
お
い
た
兼
題
（
共
通
テ
ー

マ
）
に
即
し
て
各
自
の
題
を
決
め
、
そ
れ
を
読
み
解
か
せ
る
よ
う
な
手
拭
と
包
み

の
意
匠
を
案
じ
、
実
際
に
誂
え
て
持
ち
寄
り
披
露
し
交
換
し
あ
う
、
遊
び
と
年
玉

交
換
を
兼
ね
た
催
し
で
あ
る
。
意
匠
に
は
自
作
の
狂
歌
、
俳
諧
な
ど
が
加
え
ら
れ

る
場
合
も
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
場
合
は
春
興
の
摺
物
交
換
に
も
近
い
。
ま
た
多
く

は
手
拭
合
だ
け
で
な
く
、
聯
合
が
同
時
に
行
わ
れ
て
い
る
。

明
治
期
の
六
二
連
年
始
会
に
お
け
る
手
拭
合
、
聯
合
は
「
歌
舞
伎
新
報
」
誌
上

に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
誌
上
で
確
認
で
き
る
計
一
〇
回
の
兼
題
等
は
次
の
通
り
で

あ
る
（
括
弧
内
号
数
は
掲
載
号
を
示
す　

注
記
し
な
い
場
合
は
手
拭
合
に
聯
合
を

伴
う
）。明

治
一
二
年
兼
題
不
明
（
一
号　

梅
素
〈
玄
魚
〉、
高
燕
、
砂
燕
ら
参
加
）

明
治
一
三
年
三
月
七
日
「
歌
舞
伎
に
寄
る
職
人
尽
」（
六
四
、六
五
号　

竺
仙
、
薫
、

大
彦
他
参
加
）

明
治
一
四
年
三
月
六
日
「
狂
言
に
寄
る
天
地
人
」（
一
二
九
、一
三
〇
号　

砂
燕
、

高
燕
、
竺
仙
、
染
谷
、
梅
素
薫
、
大
彦
他
二
五
名
参
加
）

明
治
一
五
年
二
月
一
九
日
「
波
の
上
新
年
会
」（
二
〇
四
、二
〇
六
号　

手
拭
合
の

み　

高
燕
、
砂
燕
、
梅
素
薫
、
大
彦
、
広
重
他
参
加
）

明
治
一
六
年
一
月
二
三
日
「
狂
言
に
寄
る
い
ろ
は
短
歌
」（
二
七
七
、二
八
〇
号　

聯
合
の
み
）

明
治
一
七
年
一
月
二
七
日
「
寄
歌
舞
伎
衣
類
」（
三
七
八
、三
七
九
、三
八
〇
号　

聯

の
代
わ
り
に
附
物
の
絹
地
行
灯　

薫
、
高
燕
、
竺
仙
、
宮
城
他
参
加
）

―　　―101



（　
　

）

一
五

明
治
一
八
年
二
月
八
日
「
諸
国
尽
」（
五
一
三
、五
一
四
号　

聯
合
の
み　

高
燕
、

竺
仙
、
宮
城
、
梅
素
薫
他
参
加
）

明
治
一
九
年
三
月
二
一
日
「
新
古
狂
言
名
題
尽
」（
六
四
六
号　

薫
、
竺
仙
、
高
燕
、

宮
城
他
参
加
）

明
治
二
〇
年
三
月
六
日
「
町
名
を
狂
言
に
寄
る
」（
七
五
八
、七
五
九
号　

宮
城
、

竺
仙
、
薫
他
参
加
）

明
治
二
六
年
一
月
一
〇
日
「
芝
居
に
寄
る
雪
月
花
山
水
」（
一
四
三
七
号
、

一
四
三
八
号　

手
拭
い
の
飾
り
と
披
露
に
口
上
茶
番
風
の
趣
向
あ
り　

聯
合
は
な

し　

竺
仙
、
梅
素
薫
、
宮
城
他
参
加
）　

＊
二
六
年
の
記
事
に｢

例
年
の
通
り｣
と
あ
り
、
二
一
か
ら
二
五
年
に
も
行
わ
れ

た
が
何
ら
か
の
事
情
で
誌
上
に
紹
介
さ
れ
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

梅
素
薫
は
こ
れ
ら
の
催
し
の
殆
ど
全
て
に
名
が
み
え
る
。
記
載
の
充
実
し
て
い

る
明
治
一
九
年
（
一
八
八
六
）
の
具
体
例
か
ら
手
拭
合
、
聯
合
に
お
け
る
見
立
趣

向
を
と
ら
え
て
み
た
い
。

明
治
一
九
年
六
二
連
年
始
会
は
二
月
二
一
日
の
予
定
が
趣
向
の
染
物
等
が
間
に

合
わ
ず
、
三
月
二
一
日
に
、
兼
題
を
「
新
古
の
狂
言
名
題
尽
し
」
と
し
た
手
拭
合

と
聯
合
が
新
富
座
の
茶
屋
武
田
屋
で
催
さ
れ
た
。「
歌
舞
伎
新
報
」
六
四
六
号
に

よ
れ
ば「
先
趣
向
の
飾
り
聯
を
楼
上
の
広
ざ
し
き
へ
掲
つ
ら
ね
」や
が
て
席
定
ま
っ

て
「
手
拭
合
の
交
換
」
で
親
睦
を
表
し
た
。
同
号
に
は
三
八
人
分
の
手
拭
と
聯
の

縮
図
（
梅
素
薫
写
）
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

長
老
格
の
竺
仙
は
「
京
鹿
子
娘
道
成
寺
」
と
題
し
、
桜
樹
を
描
い
た
聯
に
萌
黄

風
呂
敷
で
作
っ
た
釣
鐘
を
手
綱
で
繋
ぎ
、
桜
の
枝
に
見
立
て
た
花
簪
や
烏
帽
子
に

見
立
て
た
金
扇
を
飾
り
道
成
寺
の
舞
台
を
あ
ら
わ
し
、
手
拭
は
三
升
繋
ぎ
半
染
め

の
も
の
に
熨
斗
紙
を
掛
け
簪
を
添
え
て
成
田
屋
の
贔
屓
客
へ
の
配
り
物
に
見
立

て
、
団
十
郎
の
道
成
寺
を
暗
示
し
て
い
る
。

「
芦
屋
道
満
大
内
鑑
」
と
題
し
た
例
で
は
、
聯
に
刺
繍
入
り
緋
縮
緬
を
紫
縮
緬

で
結
び
掛
け
紫
の
病
鉢
巻
を
し
て
恋
人
の
形
見
の
小
袖
を
抱
き
狂
い
歩
く
保
名
の

姿
を
示
し
、
蝶
ネ
ク
タ
イ
を
針
金
の
先
に
つ
け
小
道
具
の
蝶
々
に
見
立
て
「
小
袖

物
狂
い
」
の
場
を
表
し
て
い
る
。
手
拭
い
と
包
み
の
意
匠
は
、
第
四
段
で
活
躍
す

る
奴
与
勘
平
の
衣
装
の
釘
抜
き
紋
と
衿
の
手
綱
模
様
に
よ
る
（
図
3
）。

薫
は
こ
の
年
の
一
月
新
富
座
で
初
演
さ
れ
た
黙
阿
弥
の
新
狂
言
「
西
洋
噺
日
本

写
絵
」
を
題
に
選
び
現
役
世
代
ら
し
い
意
欲
を
見
せ
て
い
る
。
こ
の
作
品
は
英
国

小
説
の
三
遊
亭
円
朝
に
よ
る
翻
案
を
元
と
）
17
（

し
、
旗
本
上
が
り
の
士
族
の
商
法
で
金

に
窮
し
人
を
殺
め
た
過
去
を
持
つ
春
見
丈
助
が
、
父
の
敵
を
討
と
う
と
す
る
孝
子

清
水
重
次
郎
に
追
い
詰
め
ら
れ
る
物
語
で
あ
）
18
（

る
。
聯
飾
り
は
二
枚
の
聯
を
空
き
店

の
戸
に
見
立
て
、
長
屋
の
一
室
で
丈
助
が
昔
の
仲
間
を
殺
す
場
面
を
暗
示
し
て
い

る
。
中
央
の
鉄
砲
百
合
と
葡
萄
の
投
げ
入
れ
は
、こ
の
場
面
に
出
て
く
る
河
豚
鍋
（
河

豚
＝
鉄
砲
）
と
毒
入
り
葡
萄
酒
の
判
じ
物
、
風
呂
敷
を
掛
け
た
煙
草
盆
も
小
道
具

の
炬
燵
の
見
立
て
で
あ
る
。
西
洋
の
ト
ラ
ン
プ
と
日
本
の
花
札
を
描
い
た
手
拭
い
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一
六

包
み
と
、
影
絵
（
写
し
絵
）
を
染
め
出
し
た
新
味
の
あ
る
意
匠
の
手
拭
い
、
両
方

で
外
題
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
（
図
3
）。

手
拭
や
包
み
の
意
匠
に
よ
り
主
題
を
端
的
に
示
す
手
拭
合
の
手
法
、
ま
た
鍵
に

な
る
小
道
具
を
二
、三
抜
き
出
し
て
組
み
合
わ
せ
主
題
を
示
す
聯
合
の
手
法
と
、

端
的
な
モ
チ
ー
フ
で
主
題
を
示
し
読
み
解
か
せ
よ
う
と
す
る「
東
京
自
慢
名
物
会
」

「
見
立
模
様
」
の
手
法
と
は
通
ず
る
も
の
が
あ
る
。　

こ
の
よ
う
な
見
立
感
覚
に
溢
れ
た
手
拭
合
の
根
源
は
江
戸
後
期
に
遡
る
。
記
録

に
残
る
有
名
な
例
に
天
明
四
年
の
山
東
京
伝
ら
に
よ
る
手
拭
合
が
あ
る
。
通
常
の

手
拭
い
意
匠
に
は
み
ら
れ
な
い
よ
う
な
主
題
を
掲
げ
、
そ
れ
を
読
み
解
か
せ
る
機

知
に
富
む
意
匠
を
実
際
に
染
め
て
披
露
し
合
っ
た
も
の
で
、
作
品
は
山
東
京
伝
編

画
、
絵
本
『
手
拭
合
』（
天
明
四
年
・
一
七
八
四
刊
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
催
し
と
絵
本
『
手
拭
合
』
は
、
宝
暦
期
以
降
江
戸
の
戯
作
界
で
展
開
し
た
物
合

わ
せ
形
式
の
見
立
趣
向
の
遊
び
と
見
立
絵
本
の
系
譜
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
六
二

連
手
拭
合
、
聯
合
の
、
主
題
を
読
み
解
か
せ
る
よ
う
趣
向
を
凝
ら
し
た
意
匠
を
披

露
し
合
う
形
は
、
京
伝
ら
の
手
拭
合
を
は
じ
め
と
す
る
江
戸
後
期
の
物
合
わ
せ
形

式
の
遊
び
と
重
な
る
。

た
だ
し
六
二
連
手
拭
合
の
直
接
の
原
点
は
幕
末
期
に
見
出
さ
れ
る
。「
三
越
」

三
巻
一
〇
号
（
大
正
二
年
・
一
九
一
三　

一
〇
月
）
所
載
、
饗
庭
篁
村
の
「
手

拭
）
19
（

合
」
と
い
う
一
文
に
、
文
久
年
間
（
一
八
六
一
―
六
四
）
に
発
足
し
た
と
い
う

手
拭
合
の
会
の
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

文
久
度
に
手
拭
合
せ
の
会
も
出
ぬ
、
其
の
連
中
は
後
藤

な
ど
の
金
持
が
後
立
と

な
り
て
玄
魚
、
魯
文
、
芳
幾
、
有
人
、
河
竹
、
染
谷
な
ど
十
六
七
人
に
て
何
々
合

せ
に
皆
趣
向
を
凝
ら
せ
し
果
な
れ
ば
地
合
も
染
も
贅
沢
を
尽
し
袋
に
も
ま
た
意
匠

を
用
ひ
た
り
、始
め
は
年
始
の
配
り
手
拭
に
銘
々
干
支
に
因
む
趣
向
な
り
し
が
（
中

略
）
年
始
に
限
ら
ず
当
り
芝
居
を
題
と
せ
し
催
し
も
あ
り
歌
舞
伎
十
八
番
に
寄
せ

る
会
も
あ
り
、
催
し
前
に
一
度
寄
り
て
象
引
と
か
景
清
と
か
鬮
取
り
に
て
持
題
を

極
め
、
偖
模
様
図
案
に
趣
向
を
廻
ら
し
て
こ
れ
を
密
か
に
紺
屋
に
渡
す
も
意
気
な

物
を
手
際
よ
く
染
め
上
げ
る
処
は
其
の
趣
向
が
連
中
に
洩
れ
る
虞
あ
り
（
竺
仙
も

大
方
連
中
な
り
し
な
ら
ん
）（
中
略
）
一
苦
労
し
て
偖
会
日
に
銘
々
交
換
し
（
中
略
）

其
の
巧
拙
を
論
じ
（
後
略
）

こ
の
手
拭
合
の
会
は
、
そ
れ
ま
で
種
々
の
物
合
の
遊
び
を
行
っ
て
き
た
仲
間
う

ち
で
起
こ
り
、
干
支
に
ち
な
む
年
始
の
配
り
手
拭
か
ら
出
発
し
、
や
が
て
歌
舞
伎

関
係
な
ど
の
兼
題
に
よ
り
各
自
が
趣
向
を
凝
ら
し
た
手
拭
を
持
ち
寄
り
交
換
し
、

意
匠
、
出
来
栄
え
を
品
評
し
あ
う
催
し
と
な
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
形
式
は
明
治
期

の
六
二
連
手
拭
合
と
同
じ
で
あ
る
。
連
中
の
う
ち
「
玄
魚
」、「
染
谷
」、「
竺
仙
」

は
六
二
連
の
中
心
人
物
で
も
あ
る
。
文
久
年
間
に
起
こ
っ
た
手
拭
合
の
会
が
原
点

と
な
っ
て
、
六
二
連
手
拭
合
が
生
ま
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

連
中
と
し
て
名
が
み
え
る
玄
魚
以
下
の
人
々
は
、
い
ず
れ
も
幕
末
期
の
江
戸
で

行
わ
れ
た
三
題
噺
（
三
つ
の
題
で
即
席
に
一
話
を
ま
と
め
る
頓
作
の
話
芸
）
や
興

画
合
（
兼
題
を
絵
を
用
い
表
現
し
趣
向
を
競
う
遊
び
）
に
参
加
し
て
い
る
。
三
題

噺
の
主
要
参
加
者
は
、
こ
の
話
芸
を
愛
好
し
た
粋
狂
、
興
笑
両
連
の
人
々
の
略
伝

と
作
品
を
紹
介
し
た
『
粋
興
奇
人
）
20
（
伝
』（
仮
名
垣
魯
文
・
山
々
亭
有
人
編
、歌
川
﹇
落

合
﹈ 
芳
幾
画　

文
久
三
年
・
一
八
六
三
序
）、
興
画
合
の
人
脈
は
、
こ
の
遊
び
の

中
心
と
な
っ
た
辻
花
雪
の
三
回
忌
追
善
に
仲
間
う
ち
の
人
々
が
作
品
を
寄
せ
た
絵

本
『
く
ま
な
き
）
21
（

影
』（
皎
々
亭
梅
崕
編　

慶
応
三
年
・
一
八
六
七
刊
）
か
ら
知
る

こ
と
が
出
来
る
が
、前
者
に
は
右
引
用
中
の
「
玄
魚
」（
梅
素
玄
魚
）、「
魯
文
」（
戯
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一
七

作
者
仮
名
垣
魯
文
）、「
芳
幾
」（
浮
世
絵
師
落
合
芳
幾
）、「
有
人
」（
戯
作
者
山
々

亭
有
人
）、「
河
竹
」（
狂
言
作
者
河
竹
其
水
の
ち
の
黙
阿
弥
）
が
、
後
者
に
は
「
染

谷
」（
徳
力
屋
主
人
）、「
竺
仙
」（
呉
服
太
物
商
金
屋
主
人　

橋
本
仙
之
助
）
を
加

え
た
全
員
が
名
を
連
ね
て
い
る
。

さ
ら
に
『
く
ま
な
き
影
』
に
は
、
後
の
梅
素
薫
も
登
場
す
る
。
富
裕
町
人
層
の

男
女
、
戯
作
者
、
浮
世
絵
師
ら
参
加
者
の
影
絵
に
よ
る
像
と
略
伝
が
興
画
合
の
作

品
と
共
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
中
に
、「
香
居
」
と
い
う
号
の
人
物
が
あ
り
、
次
の

よ
う
な
略
伝
が
み
え
る
。

原
来
飯
田
町
の
産　

父
を
三
河
や
弥
平
治
と
云
烟
草
を
以
て
活
業
と
す
そ
の
性
頓

作
に
長
じ
六
二
連
の
壱
人
に
し
て
手
拭
合
及
び
風
交
の
趣
向
に
毎
度
衆
人
を
喜
ば

し
む　

今
業
を
廃
し
梅
素
玄
魚
が
門
に
入
り
て
傭
書
を
為
に
修
行
幾
干
な
ら
ず
し

て
出
藍
の
誉
あ
り

こ
の
「
香
居
」
の
出
自
は
、
前
掲
「
都
の
華
」
第
四
〇
号
所
載
の
記
事
に
「
祖
父

ハ
飯
田
町
の
中
坂
下
に
て
三
河
屋
弥
平
治
と
い
ふ
煙
草
商
に
て
」
と
あ
る
の
と
一

致
し
、
ま
た
「
香
居
」
は
「
薫
」
に
音
が
通
ず
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
人
物
は
梅

素
薫
と
み
て
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
略
伝
に
よ
れ
ば
、
薫
は
「
頓
作
」
の

才
が
あ
り
、
慶
応
三
年
近
く
に
家
業
の
煙
草
屋
を
廃
し
玄
魚
に
入
門
、
傭
書
に
頭

角
を
あ
ら
わ
し
つ
つ
あ
っ
た
。
ま
た
こ
の
頃
既
に
六
二
連
に
参
加
し
て
い
た
。
と

り
わ
け
注
目
さ
れ
る
の
は
、
手
拭
合
な
ど
遊
び
の
趣
向
に
そ
の
才
を
発
揮
し
、
衆

目
を
集
め
て
い
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
文
久
年
間
の
手
拭
合

の
延
長
上
に
、
慶
応
年
間
に
は
既
に
興
画
合
と
重
な
る
人
脈
の
中
で
六
二
連
手
拭

合
が
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
六
二
連
手
拭
合
は
天
明
年
間
の
京
伝
手
拭
合
に
源
を
求
め
る

こ
と
が
で
き
、
ま
た
人
脈
、
内
容
の
両
面
で
幕
末
期
の
趣
味
人
、
文
人
集
団
の
遊

び
を
直
接
の
始
点
と
す
る
。「
東
京
自
慢
名
物
会
」「
見
立
模
様
」
も
、
作
者
梅
素

薫
お
よ
び
、
竺
仙
ら
幕
末
来
の
趣
味
人
集
団
に
連
な
る
「
名
物
会
」
参
加
者
た
ち

を
介
し
て
、
同
じ
系
譜
に
連
な
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

（2）　

劇
界
周
辺
に
み
る
見
立
趣
向
愛
好
の
意
味

六
二
連
の
手
拭
合
と
い
う
見
立
趣
向
の
遊
び
は
、
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
長
年
月
に
わ

た
り
連
中
の
人
々
の
心
を
捉
え
続
け
た
の
だ
ろ
う
か
。

歌
舞
伎
の
見
連
の
遊
び
と
し
て
当
然
で
は
あ
る
が
、六
二
連
手
拭
合
の
兼
題
は
、

常
に
歌
舞
伎
の
演
目
に
結
び
つ
け
た
も
の
で
あ
り
、
や
や
も
す
る
と
、
題
材
も
趣

向
も
新
味
の
な
い
も
の
に
な
り
が
ち
で
あ
る
。
催
し
自
体
に
新
鮮
な
機
知
が
追
求

さ
れ
た
京
伝
時
代
の
見
立
趣
向
の
遊
び
と
は
異
な
り
、
六
二
連
手
拭
合
で
は
、
む

し
ろ
、
約
束
事
と
も
い
え
る
知
識
の
共
有
を
前
提
に
、
そ
れ
に
基
づ
く
趣
向
の
考

案
、
読
み
解
き
を
楽
し
み
、
参
加
者
一
堂
が
芝
居
へ
の
思
い
入
れ
に
互
い
に
共
感

し
あ
い
仲
間
意
識
を
再
確
認
す
る
意
義
が
大
き
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

六
二
連
で
は
新
加
入
者
が
「
狂
言
に
ち
な
む
思
い
付
き
の
配
り
物
」
を
す
る
慣
わ

し
が
あ
り
、
そ
れ
は
た
と
え
ば
「 

新
冨
座
の
曽
我
に
見
立
縮
緬
ふ
く
さ
狩
場
の

切
手
扇
子
其
外
団
扇
等
」
と
い
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
（「
歌
舞
伎
新
報
」
一
六
二

号
明
治
一
四
年
・
一
八
八
一　

七
月
二
四
日
）。
演
目
に
ち
な
む
モ
チ
ー
フ
を
意

匠
に
取
り
入
れ
た
狂
言
見
立
を
基
本
と
す
る
配
り
物
も
、
手
拭
合
同
様
に
、
芝
居

に
関
す
る
教
養
と
愛
着
を
見
立
趣
向
に
よ
り
形
に
示
し
、
同
好
の
士
へ
の
挨
拶
と

す
る
こ
と
に
意
味
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

雑
誌「
歌
舞
伎
新
報
」雑
報
欄
に
目
を
通
す
と
、六
二
連
手
拭
合
に
限
ら
ず
、様
々
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一
八

な
形
で
見
立
趣
向
の
意
匠
を
楽
し
む
例
が
明
治
前
期
か
ら
中
期
の
劇
界
周
辺
に
は

見
出
さ
）
22
（

れ
、
芝
居
好
き
の
人
々
に
と
っ
て
見
立
趣
向
が
い
か
に
身
近
な
も
の
で

あ
っ
た
か
が
わ
か
る
。

た
と
え
ば
楽
屋
う
ち
で
行
わ
れ
た
「
餅
番
」
と
い
う
遊
び
は
、
当
た
り
狂
言
の

祝
儀
と
し
て
、
役
者
、
作
者
ら
が
狂
言
に
ち
な
む
見
立
趣
向
の
菓
子
を
披
露
し
あ

う
も
の
で
あ
っ
）
23
（

た
。
玄
人
仲
間
の
も
の
で
あ
る
だ
け
に
、
一
層
巨
細
に
わ
た
る
芝

居
の
知
識
を
前
提
と
し
て
機
知
を
競
い
、
菓
子
の
選
択
だ
け
で
な
く
器
や
示
し
方

も
工
夫
さ
れ
る
。
中
に
は
「
小
な
る
檜
の
鮨
桶
に
立
方
形
の
金
鍔
焼
を
入
れ
上
に

日
本
橋
貳
丁
目
御
膳
吉
野
寿
司
の
青
肉
印
を
捺
し
た
る
半
紙
を
載
せ
表
と
中
味
と

相
違
せ
し
は
身
替
り
の
意
な
り
」（「
歌
舞
伎
新
報
」
一
六
二
九
号
明
治
二
九
年
・

一
八
九
六　

一
月
二
〇
日　

明
治
座
「
義
経
千
本
桜
」
吉
野
の
寿
司
屋
い
が
み
の

権
太
の
件
と
、
小
金
吾
が
惟
盛
の
身
替
わ
り
と
な
る
件
に
ち
な
む
）
な
ど
と
い
う

ひ
ね
っ
た
趣
向
も
み
ら
れ
る
。

見
立
趣
向
は
劇
場
の
空
間
装
飾
に
も
及
ん
だ
。
江
戸
後
期
以
来
、
新
春
狂
言
を

暗
示
し
見
物
に
考
え
さ
せ
る
見
立
趣
向
の
飾
り
物
「
仕
切
場
飾
り
」
を
、
芝
居
小

屋
の
仕
切
り
場
に
口
上
看
板
等
と
と
も
に
飾
る
慣
習
が
あ
っ
た
。
明
治
二
三
年

（
一
八
九
〇
）一
月
八
日「
歌
舞
伎
新
報
」一
〇
八
二
号
挿
絵
に
掲
載
さ
れ
た
ス
ケ
ッ

チ
に
よ
れ
ば
、
新
富
桐
座
で
出
さ
れ
た
「
狂
言
見
立
の
仕
切
場
飾
り
」
で
は
、
蝶
、

鳥
、
庵
木
瓜
紋
、
瓢
箪
形
の
飾
り
を
付
け
た
繭
団
子
、
桐
の
花
の
生
け
花
、「
大
関
」

の
菰
樽
と
豆
絞
り
の
手
拭
い
を
巻
い
た
杖
、「
雪
の
笹
」「
千
成
瓢
」「
芝
神
明
」

な
ど
と
書
い
た
扇
地
紙
が
飾
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
は
同
座
春
芝
居
の
演
目
「
富
山
城

雪
解
清
水
」（
千
成
瓢
、
桐
で
秀
吉
、
雪
の
笹
で
佐
々
成
政
と
雪
山
越
え
）、「
神

明
恵
和
合
取
組
」（
豆
絞
手
拭
は
鳶
の
者
の
喧
嘩
鉢
巻
き
、
大
関
の
樽
で
力
士
、

芝
神
明
は
外
題
）「
一
﨟
職
狩
場
棟
上
」（
蝶
鳥
で
曽
我
兄
弟
、
庵
木
瓜
紋
で
工
藤

祐
常
）
を
示
し
て
い
）
24
（

る
。
こ
の
よ
う
な
「
仕
切
場
飾
り
」
の
読
み
解
き
を
楽
し
み

な
が
ら
、
芝
居
好
き
の
観
客
た
ち
は
新
春
狂
言
の
演
目
を
推
測
し
、
解
き
き
れ
な

い
幾
分
か
の
謎
を
含
め
期
待
を
ふ
く
ら
ま
し
た
の
で
あ
る
。

な
お
『
黙
阿
弥
全
集
第
一
九
巻
』
口
絵
に
は
黙
阿
弥
自
筆
「
仕
切
場
飾
り
物
下

絵
」
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
解
説
に
「
そ
れ
は
や
は
り
立
作
者
の
仕
事
の
一

つ
で
あ
つ
た
」
と
、
仕
切
場
飾
の
趣
向
が
立
作
者
に
よ
っ
て
案
じ
ら
れ
た
こ
と
が

伝
え
ら
れ
て
い
）
25
（

る
。
見
立
趣
向
が
い
か
に
歌
舞
伎
の
世
界
と
深
く
む
す
び
つ
い
て

い
た
か
が
、
こ
こ
か
ら
も
わ
か
る
。

こ
れ
ら
劇
界
周
辺
に
み
ら
れ
た
遊
び
や
装
飾
意
匠
に
お
け
る
「
見
立
」
趣
向
の

共
通
項
は
、
具
体
的
な
主
題
が
前
提
に
あ
り
、
端
的
な
要
素
（
モ
チ
ー
フ
）
で
そ

れ
を
暗
示
し
て
い
る
点
に
あ
る
。
趣
向
の
題
材
は
い
ず
れ
も
、
作
者
や
役
者
、
好

劇
家
、
そ
の
他
芝
居
を
娯
楽
、
教
養
と
し
て
き
た
多
く
の
人
々
が
共
有
す
る
歌
舞

伎
の
世
界
に
あ
る
。「
仕
切
場
飾
り
」
の
よ
う
な
単
発
的
な
も
の
は
、
一
見
、
冒

頭
で
確
認
し
た
江
戸
後
期
の
「
見
立
」
概
念
に
該
当
し
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、

「
手
拭
合
」「
聯
合
」「
餅
番
」「
仕
切
場
飾
り
」
の
い
ず
れ
も
、
個
々
の
趣
向
の
題

材
が
人
々
の
中
に
確
立
さ
れ
て
い
る
歌
舞
伎
劇
の
世
界
に
帰
属
し
て
い
る
点
で
、

戯
作
、
浮
世
絵
界
に
み
ら
れ
た
個
々
の
見
立
表
現
の
集
合
体
に
よ
り
一
つ
の
世
界

を
形
成
す
る
見
立
趣
向
と
似
た
構
造
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
見
立

趣
向
を
共
に
読
み
解
く
こ
と
は
、
歌
舞
伎
へ
の
愛
着
や
、
仲
間
意
識
、
舞
台
へ
の

期
待
な
ど
人
々
が
共
通
に
抱
く
感
情
の
再
確
認
に
つ
な
が
る
。「
見
立
」の
趣
向
は
、

機
知
の
楽
し
み
を
提
示
す
る
と
同
時
に
共
感
を
呼
び
覚
ま
す
仕
掛
け
と
し
て
作
用

す
る
が
ゆ
え
に
、
愛
好
さ
れ
続
け
て
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
見
立
趣
向
愛
好
を
背
景
に
「
東
京
自
慢
名
物
会
」
の
企
画
も
自
然

と
生
ま
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
東
京
自
慢
の
数
々
を
と
り
あ
げ
た
「
見
立
模
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一
九

様
」
を
要
と
す
る
「
東
京
自
慢
名
物
会
」
の
前
提
に
あ
る
の
は
、
企
画
者
、
観
賞

者
が
共
有
す
る
江
戸
東
京
へ
の
感
情
で
あ
る
。
た
だ
し
、
明
治
維
新
後
、
こ
の
作

品
が
出
版
さ
れ
た
二
〇
年
代
末
ま
で
の
間
に
文
化
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
い

る
。
歌
舞
伎
界
で
は
明
治
一
〇
年
代
か
ら
二
〇
年
代
前
半
、
演
劇
改
良
運
動
が
隆

盛
し
江
戸
歌
舞
伎
の
伝
統
に
対
す
る
改
革
と
再
構
築
の
試
行
錯
誤
が
行
わ
れ
て
い

た
。
手
拭
合
、
聯
合
、
餅
番
、
仕
切
場
飾
り
な
ど
見
立
趣
向
の
遊
び
や
装
飾
が
継

承
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
同
時
代
文
化
の
別
側
面
を
物
語
る
も
の
だ
が
、
こ
れ
ら
の

活
動
も
世
代
交
代
の
中
で
次
第
に
先
細
り
と
な
っ
た
様
子
）
26
（

で
、
六
二
連
自
体
、
明

治
三
〇
年
・
一
八
九
七
頃
に
は
解
散
し
た
と
い
）
27
（

う
。
そ
の
よ
う
な
時
期
に
出
版
さ

れ
た
の
が
「
東
京
自
慢
名
物
会
」
で
あ
っ
た
。

三
、「
見
立
模
様
」
に
み
る
江
戸
文
化
の
継
承
と
明
治
の
新
風

明
治
二
九
年
か
ら
三
〇
年
と
い
う
新
旧
文
化
の
交
替
期
に
、
幕
末
期
江
戸
の
趣

味
人
集
団
の
末
席
に
連
な
る
と
同
時
に
明
治
の
東
京
に
お
け
る
職
業
図
案
家
で
も

あ
っ
た
梅
素
薫
は
、
ど
の
よ
う
な
題
材
を
「
東
京
自
慢
名
物
」
と
し
て
取
り
上
げ

て
い
る
の
か
。
そ
こ
に
は
ど
の
よ
う
な
視
線
が
み
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。
意
匠
表
現

に
お
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
江
戸
時
代
の
感
覚
を
受
け
継
ぎ
、
あ
る
い
は
新
た
な

展
開
を
見
せ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。「
見
立
模
様
」
の
読
み
解
き
を
通
し
考
え
た
い
。

（1）　

題
材
に
み
る
「
江
戸
」「
東
京
」
へ
の
視
線

「
見
立
模
様
」
の
題
材
は
、
名
所
風
景
、
名
物
、
年
中
行
事
、
土
地
に
ち
な
む

伝
説
、
ま
た
地
名
の
判
じ
物
な
ど
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
観
念
的
な
「
名
所
名
物
」

の
羅
列
で
は
な
い
。
作
者
梅
素
薫
を
代
表
と
す
る
幕
末
期
以
来
こ
の
地
に
暮
ら
し

て
き
た
人
々
の
、
明
治
二
〇
年
代
末
に
お
け
る
「
江
戸
」「
東
京
」
に
対
す
る
視

線
が
、「
見
立
」
と
い
う
枠
組
を
通
し
て
、
映
し
出
さ
れ
て
い
る
。

時
間
軸
に
照
ら
す
と
、題
材
は
お
よ
そ
三
つ
の
系
統
に
わ
け
て
と
ら
え
ら
れ
る
。

第
一
に
土
地
に
ま
つ
わ
る
歴
史
や
逸
話
、
あ
る
い
は
近
代
化
の
過
程
で
失
わ
れ
た

事
物
を
題
材
と
し
、
明
治
二
九
年
現
在
の
東
京
か
ら
過
去
と
し
て
の
江
戸
に
思
い

を
馳
せ
る
も
の
が
あ
る
。

①　
「
見
立
模
様
浅
草
山
谷
橋
染
」（
全
亭
武
生
／
日
本
橋
区
両
国
薬
研
堀
薬
剤

師
高
木
與
八
郎
／
よ
し
町
ほ
て
い
や
よ
う　

橋
谷
な
を
）
図
4

薄
墨
色
の
樹
影
の
映
る
水
面
を
背
景
に
小
唄
の
歌
い
は
じ
め
の
詞
が
紅
で
散
ら

し
書
き
さ
れ
て
い
る
。「
ま
つ
ち
し
づ
ん
で
こ
ず
へ
の
り
こ
む
今
戸
ば
し
、
土
手

の
あ
ひ
が
さ
片
身
が
は
り
の
夕
時
雨
（
中
略
）
ど
ふ
お
も
ふ
て
け
ふ
は
御
座
ん
し

た
、
さ
ふ
い
ふ
事
を
き
ヽ
に
さ
」
と
、
吉
原
に
向
か
う
夕
景
色
を
歌
い
男
女
の
対

話
で
結
ぶ
「
片
し
ぐ
れ
」
は
、
英
一
蝶
（
承
応
元
年
か
ら
享
保
九
年
・
一
六
五
二

―
一
七
二
四
）
の
作
と
し
て
知
ら
れ
）
28
（
る
。
一
蝶
は
遊
里
に
親
し
み
、小
唄
を
作
り
、

自
ら
歌
っ
た
と
い
う
。「
模
様
」
は
詞
章
の
通
り
山
谷
堀
に
映
る
真
土
山
の
木
々

の
影
を
と
ら
え
た
も
の
。
細
筆
で
書
か
れ
た
紅
色
の
文
字
は
、
遊
女
や
芸
妓
が
持

ち
合
わ
せ
の
紅
筆
で
流
行
り
歌
の
文
句
を
書
き
留
め
る
姿
を
思
わ
せ
小
唄
に
歌
わ

れ
た
昔
の
吉
原
通
い
の
情
調
に
つ
な
が
る
。

②　
「
見
立
模
様
日
本
橋
染
」（
三
遊
亭
圓
朝
／
魚
市
場
問
屋
い
づ
林
／
よ
し
町

よ
ろ
づ
家
小
や
な　

瀬
崎
も
と
）
図
5

旧
日
本
橋
の
擬
宝
珠
の
影
模
様
と
波
頭
、
背
景
に
象
形
文
字
風
の
魚
と
釣
竿
の

形
を
横
段
に
配
す
る
。
日
本
橋
に
は
江
戸
前
期
か
ら
続
く
魚
河
岸
が
あ
る
こ
と
に
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二
〇

ち
な
む
。
日
本
橋
は
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
に
洋
式
木
造
橋
に
掛
け
替
え
ら
れ

旧
態
を
失
）
29
（

い
、
擬
宝
珠
の
あ
る
江
戸
時
代
の
橋
は
過
去
の
も
の
と
な
っ
た
。
鼠
色

の
影
模
様
は
喪
失
を
意
味
す
る
図
像
表
現
と
読
み
取
れ
る
。
名
店
図
は
魚
河
岸
の

魚
問
屋
、
美
人
図
は
杏
葉
牡
丹
加
賀
紋
入
の
助
六
の
蛇
の
目
傘
を
持
つ
婀
娜
な
よ

し
町
芸
者
。
魚
河
岸
は
芝
居
と
縁
が
深
く
助
六
上
演
時
は
贈
り
物
を
し
）
30
（
た
。
名
店

図
、
美
人
図
、
見
立
模
様
の
三
者
が
関
連
し
あ
う
例
で
あ
る
。

③　
「
見
立
模
様
旧
猿
若
町
織
物
」（
歌
澤
芝
喜
太
夫
／
浅
草
黒
船
町
名
題
あ
ら

ひ
粉
本
家
梅
素
亭
宮
城 

／
か
ら
す
森
枡
亀
鶴
久
龍　

竹
村
ひ
さ
）
図
6

緋
色
地
に
金
の
舞
鶴
紋
と
青
地
露
芝
文
様
を
上
下
に
描
き
分
け
た
芝
居
の
幕
を

思
わ
せ
る
意
匠
。
舞
鶴
は
江
戸
歌
舞
伎
の
草
分
け
中
村
座
（
初
め
猿
若
座　

寛
永

期
一
六
二
四
―
四
四
創
設
と
い
う
）
の
初
め
の
櫓
紋
で
あ
る
。
露
芝
は
明
暦
三
年

（
一
六
五
七
）、
元
祖
勘
三
郎
が
京
都
へ
上
り
内
裏
で
猿
若
狂
言
を
演
じ
た
褒
美
に

賜
っ
た
と
い
う
装
）
31
（
束
の
文
様
、浅
草
寺
伝
来
の
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
奉
納
「
猿

若
狂
言
人
）
32
（
形
額
」
に
も
青
地
露
芝
の
衣
裳
が
み
え
る
。
中
村
座
の
歴
史
を
象
徴
す

る
モ
チ
ー
フ
に
よ
り
江
戸
歌
舞
伎
の
伝
統
を
表
現
す
る
。
猿
若
町
は
天
保
の
改
革

時
江
戸
三
座
移
転
で
で
き
た
芝
居
町
だ
が
維
新
後
各
座
と
も
他
に
移
り
明
治
二
〇

年
代
後
半
に
は
興
業
街
と
し
て
の
終
焉
を
迎
え
た
。
梅
素
亭
は
梅
素
玄
魚
の
息
子

の
）
33
（

店
。
生
涯
芝
居
を
愛
し
た
玄
魚
に
ふ
さ
わ
し
い
「
見
立
模
様
」
で
あ
る
。
上
段

背
景
に
梅
素
亭
の
あ
る
黒
船
町
か
ら
眺
め
た
近
代
的
な
鉄
製
の
厩
橋
（
明
治

二
六
・
一
八
九
三
架
設
）
が
描
き
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。

④
「
見
立
模
様
上
野
黒
門
袴
腰
染
」（
柳
家
つ
ば
女
／
神
田
区
末
廣
町
菅
俣
吉

兵
衛
／
赤
さ
か
春
本
内
小
若　

藤
本
あ
か
）
図
7

黒
紋
付
き
小
袖
、
羽
織
を
思
わ
せ
る
黒
地
の
上
部
に
は
徳
川
の
「
葵
」
紋
、
下

部
に
は
「
山
の
字
」
紋
を
覘
か
せ
、
徳
川
家
の
霊
廟
の
あ
る
上
野
の
山
へ
の
入
り

口
「
黒
門
」
を
暗
示
す
る
。
中
央
に
は
縞
の
袴
の
腰
板
（
袴
腰
）
を
遠
山
文
様
風

に
連
ね
、
黒
門
近
く
の
地
名
「
袴
腰
」
を
示
す
。
同
時
に
、
黒
紋
付
き
と
袴
の
組

み
合
わ
せ
は
、
上
野
の
山
を
往
来
し
た
で
あ
ろ
う
江
戸
時
代
の
武
士
の
姿
を
想
起

さ
せ
る
。
上
野
の
山
は
戊
辰
戦
争
の
戦
場
と
な
り
、
黒
門
は
そ
の
弾
痕
が
刻
ま
れ

た
記
念
碑
的
遺
物
で
も
あ
っ
た）

34
（

。
図
像
表
現
の
趣
向
が
面
白
い
だ
け
で
な
く
、
維

新
を
体
験
し
た
世
代
に
と
っ
て
は
、
過
ぎ
去
っ
た
徳
川
氏
の
治
世
と
戊
辰
戦
争
の

記
憶
を
呼
び
起
こ
さ
せ
る
歴
史
的
主
題
を
潜
め
た
「
見
立
模
様
」
で
あ
る
。

⑤
「
見
立
模
様
両
国
橋
詰
更
紗
」（
松
林
若
圓
／
本
所
区
両
国
元
町
両
国
与
兵

衛
寿
司
小
泉
与
兵
衛
／
柳
は
し　

き
く
の
屋
小
高　

長
尾
し
ほ
）
図
8

忠
臣
蔵
討
ち
入
り
の
衣
裳
の
型
と
な
っ
て
い
る
羽
織
の
袖
の
雁
木
模
様
と
、

四
十
七
士
を
表
す
「
い
ろ
は
」
の
文
字
の
合
印
と
を
、更
紗
に
見
立
て
た
意
匠
（
雁

木
模
様
は
古
渡
り
更
紗
に
み
ら
れ
る
構
図
）。
両
国
橋
近
く
に
は
赤
穂
浪
士
討
ち

入
り
の
舞
台
吉
良
邸
が
あ
っ
た
。
背
景
は
明
け
烏
の
飛
ぶ
空
。
浪
士
た
ち
が
早
朝

の
両
国
橋
を
引
き
上
げ
る
、
歌
舞
伎
「
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
」
大
切
「
両
国
押
戻
の

場
）
35
（

」
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
。
名
店
図
は
両
国
与
兵
衛
寿
司
、
美
人
図
は
柳
橋
芸

者
が
芝
居
の
桟
敷
に
座
っ
た
姿
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
こ
の
「
見
立
模
様
」
と
関
連

す
る
。

⑥
「
見
立
模
様
永
代
橋
高
尾
染
」（
桜
川
善
孝
／
料
理
店
新
よ
し
原
京
町
金
子

く
に
／
よ
し
原
仲
の
町
い
づ
虎
内
小
菊　

南
把
な
を
）
図
9

黒
地
に
流
水
と
鹿
の
子
入
り
の
紅
葉
を
散
ら
し
た
江
戸
前
期
の
小
袖
を
思
わ
せ
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二
一

る
意
匠
に
、
い
わ
く
あ
り
げ
な
差
し
櫛
が
配
さ
れ
て
い
る
。「
高
尾
」
は
吉
原
三

浦
屋
に
代
々
続
い
た
太
夫
の
名
、
二
代
高
尾
に
は
、
永
代
橋
に
近
い
三
又
で
伊
達

綱
宗
に
手
討
ち
に
さ
れ
た
と
い
う
巷
説
が
あ
り）

36
（

、
歌
舞
伎
、
浄
瑠
璃
の
題
材
と
も

な
っ
た
。
紅
葉
は
高
尾
の
紋
、
ま
た
江
戸
後
期
以
来
、
芝
居
絵
の
高
尾
の
打
掛
に

は
流
水
に
紅
葉
文
様
が
多
い
。永
代
橋
近
く
に
は
高
尾
明
神
と
い
う
祠
が
作
ら
れ
、

女
た
ち
が
願
掛
け
に
櫛
を
奉
納
し
た
と
い
う）

37
（

。
差
し
櫛
は
こ
れ
に
ち
な
む
。
同
時

に
差
し
櫛
の
形
が
、
明
治
二
七
年
（
一
八
九
四
）
起
工
、
三
〇
年
（
一
八
九
七
）

に
落
成
し
た
鉄
製
の
新
永
代
橋
の
シ
ル
エ
ッ
ト
と
も
重
な
る
の
は
偶
然
で
は
あ
る

ま
い
。
江
戸
の
名
所
伝
説
と
近
代
の
風
景
を
巧
み
に
重
ね
る
仕
掛
け
が
隠
さ
れ
た

「
見
立
模
様
」
で
あ
る
。
名
店
図
、
美
人
図
は
高
尾
に
ち
な
み
吉
原
か
ら
選
ば
れ

て
い
る
。

こ
の
第
一
の
グ
ル
ー
プ
に
は
、
①
「
見
立
模
様
浅
草
山
谷
橋
染
」
⑤
「
見
立
模

様
両
国
橋
詰
更
紗
」
な
ど
半
ば
伝
説
化
あ
る
い
は
物
語
化
さ
れ
た
遠
い
過
去
と
し

て
の
「
江
戸
」
に
想
い
を
馳
せ
る
作
例
の
一
方
で
、
②
「
見
立
模
様
日
本
橋
染
」

③
「
見
立
模
様
旧
猿
若
町
織
物
」
の
よ
う
に
江
戸
の
伝
統
を
あ
ら
わ
す
題
材
な
が

ら
今
は
な
き
風
景
を
と
り
あ
げ
た
例
、
ま
た
維
新
を
挟
ん
だ
時
代
の
変
化
を
よ
り

直
截
に
伝
え
る
④
「
見
立
模
様
上
野
黒
門
袴
腰
染
」
の
よ
う
な
例
も
並
ぶ
。
後
者

の
よ
う
な
作
例
は
、
馴
染
み
深
い
景
色
が
「
過
去
」
の
も
の
と
な
り
ゆ
き
つ
つ
あ

る
急
速
な
時
代
の
変
化
に
立
ち
会
っ
た
幕
末
世
代
の
感
慨
を
映
し
出
し
て
い
る
か

の
よ
う
で
あ
る
。
一
方
、
懐
旧
の
念
に
浸
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
⑥
「
見
立
模
様

永
代
橋
高
尾
染
」
の
よ
う
に
、「
江
戸
」
の
巷
説
を
題
材
と
し
一
見
古
め
か
し
い

も
の
と
見
せ
な
が
ら
、
最
新
の
近
代
的
建
造
物
へ
の
着
目
を
潜
ま
せ
た
作
例
も
あ

る
。

第
二
に
、
江
戸
時
代
以
来
存
続
す
る
名
所
や
老
舗
、
行
事
を
題
材
と
し
た
、
い

わ
ば
「
江
戸
」
の
延
長
線
上
に
あ
る
東
京
名
物
を
あ
ら
わ
す
一
群
が
あ
る
。

⑦
「
見
立
模
様
呉
服
町
鰹
縞
土
佐
画
薩
摩
か
す
り
」（
竹
本
花
太
夫
／
鰹
節
商

日
本
橋
瀬
戸
物
町
「
イ
伊
勢
屋
高
津
伊
兵
衛
／
新
は
し
梅
之
家
き
み
代　

千
葉

き
み
）
図
10

呉
服
町
の
名
に
ち
な
み
、
上
か
ら
鰹
縞
、
華
や
か
な
彩
り
の
匹
田
鹿
子
を
配
し

た
波
に
槌
車
文
様
、
紺
地
の
井
桁
絣
の
三
種
の
染
織
意
匠
を
寄
せ
ぎ
れ
風
に
配
置

し
た
も
の
。
題
に
従
え
ば
二
番
目
の
文
様
が
「
土
佐
画
」
に
あ
た
る
。
確
か
に
土

佐
派
な
ど
の
近
世
初
期
風
俗
画
中
の
小
袖
に
あ
り
そ
う
な
文
様
だ
が
、こ
こ
で
は
、

上
の
「
鰹
縞
」、
下
の
「
薩
摩
か
す
り
」
と
と
も
に
、
も
う
一
つ
の
隠
れ
た
主
題

を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
鰹
縞
」
は
鰹
節
、「
土
佐
絵
」「
薩
摩
絣
」
は
土

佐
節
、薩
摩
節（
鰹
節
の
種
類
）を
寓
し
、名
店
図
に
あ
る
元
禄
一
二
年（
一
六
九
九
）

創
業
の
老
舗
鰹
節
商
に
ん
べ
ん
を
示
す
判
じ
物
と
な
っ
て
い
る
。
元
禄
以
来
の
歴

史
の
蓄
積
は
、
一
商
店
の
暖
簾
を
超
え
た
「
名
物
」
と
し
て
東
京
市
民
に
共
有
さ

れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

⑧
「
見
立
模
様
浅
草
田
甫
酉
の
市
織
」（
富
本
半
平
／
京
橋
区
中
橋
廣
小
路
菓

子
舗
松
月
堂
／
新
吉
原
仲
の
町
大
黒
屋
し
め　

清
水
け
い
）
図
11

酉
の
市
の
縁
起
物
で
あ
る
熊
手
の
散
ら
し
模
様
と
、
下
谷
鷲
神
社
に
向
か
う
田

圃
の
中
の
一
本
道
を
か
た
ど
っ
た
真
田
織
の
よ
う
な
幾
何
学
模
様
と
を
、
段
替
わ

り
に
配
し
た
斬
新
な
意
匠
構
成
で
あ
る
。
一
一
月
の
酉
の
日
に
行
わ
れ
る
下
谷
の

鷲
神
社
の
酉
の
市
は
、
江
戸
時
代
と
変
ら
ず
大
層
な
人
出
で
賑
わ
っ
た）

38
（

。
鷲
神
社

は
吉
原
に
近
く
、
酉
の
市
の
つ
い
で
に
吉
原
に
ま
わ
る
者
も
多
か
っ
た
と
い
う
。

そ
の
よ
う
な
縁
で
美
人
図
は
手
児
舞
姿
の
吉
原
芸
妓
。
肩
脱
ぎ
し
た
下
着
の
鷲
の
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二
二

文
様
も
鷲
神
社
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

⑨
「
見
立
模
様
向
嶋
長
命
寺
染
」（
桜
川
勇
孝
／
下
谷
区
上
車
坂
町
さ
く
ら
か

守
田
重
兵
衛
／
新
吉
原
仲
之
町
大
黒
屋
さ
だ　

清
水
さ
だ
）
図
12

青
竹
の
籠
目
に
桜
の
花
房
を
配
し
た
意
匠
。
墨
堤
向
島
の
桜
は
、
江
戸
時
代
、

徳
川
将
軍
家
に
よ
り
植
え
始
め
ら
れ
、
花
の
名
所
と
な
っ
た）

39
（

。「
江
都
游
賞
の
第

一
）
40
（

」
と
い
わ
れ
た
向
島
の
花
見
の
賑
わ
い
は
、
明
治
期
に
も
受
け
継
が
れ
た）

41
（

。
長

命
寺
門
前
山
本
氏
の
桜
餅
も
ま
た
、
明
治
の
こ
の
頃
五
代
目
を
数
え
、
昔
か
ら
変

わ
ら
ぬ
向
島
名
物
で
あ
る）

42
（

。
そ
の
桜
餅
の
籠
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
、
花
間
の
青

空
を
思
わ
せ
る
空
色
の
背
景
と
花
の
枝
と
と
も
に
意
匠
化
し
た
も
の
。

⑩
「
見
立
模
様
小
舟
町
天
王
大
〆
染
」（
都
吟
中
／
御
誂
手
拭
日
本
橋
区
堀
江

町
嶋
田
善
兵
衛
／
清
元
葉
女
）
図
13

小
舟
町
天
王
祭
の
大
注
連
縄
を
か
た
ど
っ
た
意
匠
。
神
田
明
神
摂
社
三
天
王
の

祭
礼
の
う
ち
小
舟
町
天
王
祭
は
六
月
一
〇
日
か
ら
一
三
日
に
行
わ
れ
、
小
舟
町
の

御
旅
所
に
は
太
い
大
注
連
縄
が
掛
け
ら
れ
た
。
天
王
祭
は
江
戸
を
代
表
す
る
祭
礼

で
あ
っ
た
が
、
明
治
三
〇
年
代
に
入
る
と
御
輿
渡
御
が
途
絶
え
た）

43
（

。
清
元
お
葉
は

二
世
延
寿
太
夫
の
娘
、
維
新
を
は
さ
ん
で
活
躍
し
た
清
元
節
の
名
人
で
あ
る
が
、

明
治
三
四
年
（
一
九
〇
一
）
に
没
す
る
。
江
戸
文
化
の
残
照
を
と
ら
え
た
か
の
よ

う
な
取
り
合
わ
せ
で
あ
る
。

⑪
「
見
立
模
様
両
国
橋
段
絞
」（
立
川
談
志
／
柳
ば
し
升
田
屋
生
稲
喜
久
／
柳

ば
し
升
田
や
よ
し　

生
稲
か
め
）
図
14

絞
り
染
に
見
立
て
た
夜
空
に
開
く
花
火
と
両
国
橋
の
欄
干
と
を
段
々
に
重
ね
た

も
の
。
欄
干
の
背
後
に
は
群
集
や
川
面
に
浮
か
ぶ
舟
の
影
ま
で
丹
念
に
描
き
込
ま

れ
て
い
る
が
、
抑
え
た
色
彩
は
熱
気
よ
り
も
対
象
と
の
隔
た
り
を
感
じ
さ
せ
る
。

江
戸
時
代
に
は
五
月
二
八
日
の
川
開
き
か
ら
八
月
末
ま
で
両
国
夕
涼
み
の
賑
わ
い

が
続
き
）
44
（

、
こ
と
に
花
火
の
上
が
る
川
開
き
の
夜
の
両
国
橋
は
「
人
群
混
雑
し
、
梁

柱
撓
み
動
い
て
」
傾
か
ん
ば
か
り
で
あ
っ
た）

45
（

。
明
治
三
〇
年
（
一
八
九
七
）
頃
の

両
国
川
開
き
は
七
月
中
旬
。
た
だ
し
当
夜
こ
そ
江
戸
時
代
と
変
わ
ら
ぬ
盛
況
で

あ
っ
た
が
、
避
暑
の
習
慣
の
広
が
り
も
あ
り
、
大
川
の
夕
涼
み
は
寂
れ
た
と
い

う
）
46
（

。
名
店
図
は
柳
橋
の
船
宿
升
田
屋
、
美
人
図
も
同
家
の
芸
妓
で
見
立
模
様
と
繋

が
り
を
持
つ
。

⑫
「
見
立
模
様
浅
草
観
音
染
」（
五
代
目
雷
門
助
六
／
浅
草
観
音
仲
見
世
梅
林

堂
太
田
政
次
郎
／
神
田
こ
う
ふ
所
福
中
と
も
ゑ　

加
納
は
ま
）
図
15

仄
暗
い
背
景
に
網
目
模
様
、
三
巴
紋
と
雲
文
を
配
し
、
風
神
雷
神
が
左
右
に
鎮

座
す
る
浅
草
寺
雷
門
を
寓
し
て
い
る
（
雷
神
の
太
鼓
は
三
巴
紋
、
風
神
は
雲
を
伴

う
）。「
名
所
江
戸
百
景　

浅
草
金
竜
山
」（
安
政
三
年
・
一
八
五
六
）
で
広
重
が

描
い
た
大
提
灯
の
あ
る
雷
門
は
慶
応
元
年
に
火
事
で
焼
失
、
維
新
後
も
再
建
さ
れ

な
か
っ
た）

47
（

。「
模
様
」
の
背
景
に
走
る
卍
形
と
雷
文
形
の
朱
赤
の
線
は
、
浅
草
寺

と
雷
門
を
意
味
す
る
と
と
も
に
火
事
を
あ
ら
わ
し
、
中
心
モ
チ
ー
フ
の
欠
け
た
漠

と
し
た
無
地
の
背
景
は
、
門
の
焼
失
を
暗
示
す
る
も
の
と
納
得
さ
れ
る
。
網
目
と

下
辺
の
飾
り
柵
に
注
目
す
れ
ば
、
京
伝
の
『
小
紋
裁
』
中
の
「
散
文
」（「
雷
門
の

た
ぐ
ひ
な
り
」
と
詞
書
が
あ
る
）
の
構
図
を
意
識
し
て
踏
襲
し
た
も
の
と
見
て
取

れ
る
。
雷
門
に
ち
な
み
、
扇
面
は
五
代
目
雷
門
助
六
、
名
店
図
は
仲
見
世
の
豆
菓

子
屋
梅
林
堂
。
美
人
図
は
講
武
所
芸
者
で
あ
る
。
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三

⑬
「
見
立
模
様
神
田
明
神
ノ
画
革
」（
三
住
家
勝
冶
郎
／
神
田
佐
柄
木
町
倉
田

屋
小
峰
文
次
郎
／
竹
本
綾
之
助　

藤
田
そ
の
）
図
16

左
上
か
ら
菖
蒲
革
、
梵
字
入
り
の
絵
革
、
四
菱
繋
ぎ
と
、
古
い
甲
冑
の
染
革
に

あ
り
そ
う
な
意
匠
を
並
べ
る
。
こ
れ
ら
は
、そ
れ
ぞ
れ
池
田
義
信『
革

図
考
）
48
（

』（
弘

化
二
年
・
一
八
四
五
）
中
に
み
え
る
「
野
馬
形
菖
蒲
韋
」「
梵
字
入
龍
文
韋
」「
鈍

色
熏
韋
」
を
参
考
と
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
梵
字
と
み
え
る
の
は
仮
名
文
字

「
か
」「
ん
」
の
組
み
合
わ
せ
、四
菱
を
田
の
字
に
見
立
て
「
か
ん
だ
」
と
読
め
る
。

右
下
の
三
つ
巴
（
神
紋
）
と
合
わ
せ
神
田
明
神
を
示
す
。
左
上
の
野
馬
形
菖
蒲
革

は
、
浄
瑠
璃
、
歌
舞
伎
で
将
門
以
来
の
相
馬
氏
の
紋
と
さ
れ
る
繋
馬
紋
と
の
関
連

で
、
平
将
門
を
暗
示
す
る
。
将
門
は
江
戸
総
鎮
守
神
田
明
神
の
祭
神
と
し
て
江
戸

の
人
々
に
信
仰
さ
れ
て
き
た
が
、
維
新
後
、
明
治
七
年
、
祀
典
が
正
さ
れ
、
逆
臣

と
し
て
摂
社
将
門
神
社
に
下
さ
れ
る
に
至
っ
た）

49
（

。

⑭
「
見
立
模
様
芝
浦
そ
め
」（
三
笑
亭
芝
楽
／
会
席
御
料
理
烏
森
町
扇
芳
亭
／

新
橋
か
ら
す
森
山
澤
屋
政
治　

秋
山
つ
た
）
図
17

三
枚
の
扇
面
図
を
散
ら
し
た
屏
風
様
の
図
。
上
の
扇
面
は
烏
の
飛
ぶ
夕
焼
け
空

の
図
で
芝
の
烏
森
町
を
、
中
の
扇
面
は
波
の
図
で
芝
浦
の
海
を
示
す
。
下
の
扇
面

は
敢
え
て
逆
さ
ま
に
し
て
草
む
ら
に
覆
わ
れ
た
石
垣
を
描
き
、
芝
浦
沖
の
御
台
場

を
か
た
ど
る
。
海
防
の
た
め
の
砲
台
と
し
て
幕
末
嘉
永
六
年
か
ら
翌
安
政
元
年

（
一
八
五
三
―
五
四
）
に
御
殿
山
の
土
を
削
っ
て
築
か
れ
た
御
台
場
は
新
た
な
景

観
を
生
み
、
広
重
「
名
所
江
戸
百
景
」「
芝
う
ら
の
風
景
」
に
も
描
か
れ
て
い
る
。

一
方
、
維
新
後
に
興
っ
た
烏
森
町
に
は
、
著
名
料
理
店
が
出
来
、
芸
妓
も
多
か
っ

た
）
50
（

。
そ
の
一
つ
が
名
店
図
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
扇
芳
亭
、
扇
面
図
は
こ
の
店
の
名

に
ち
な
む
。
美
人
図
も
烏
森
芸
者
で
あ
る
。
旧
幕
府
海
防
策
の
遺
物
で
あ
る
御
台

場
と
新
興
花
街
烏
森
と
の
取
り
合
わ
せ
は
、
維
新
を
挟
ん
だ
変
動
を
映
し
出
し
て

い
る
。

江
戸
と
地
続
き
の
東
京
を
と
ら
え
た
と
み
え
る
第
二
の
グ
ル
ー
プ
の
題
材
に

も
、
注
意
深
く
眺
め
れ
ば
、
様
々
な
曲
折
が
含
ま
れ
て
い
る
。
⑦
「
見
立
模
様
呉

服
町
鰹
縞
土
佐
画
薩
摩
か
す
り
」
の
よ
う
に
歴
史
を
重
ね
揺
る
ぎ
な
く
存
続
す
る

老
舗
、
⑧
「
見
立
模
様
浅
草
田
甫
酉
の
市
織
」 

⑨
「
見
立
模
様
向
嶋
長
命
寺
染
」

の
よ
う
に
江
戸
時
代
と
変
わ
ら
ず
賑
わ
い
、
親
し
ま
れ
続
け
て
い
る
年
中
行
事
や

名
物
の
一
方
で
、
⑬
「
見
立
模
様
神
田
明
神
ノ
画
革
」
の
よ
う
に
政
治
変
革
と
と

も
に
変
容
し
て
し
ま
っ
た
も
の
、
⑩
「
見
立
模
様
小
舟
町
天
王
大
〆
染
」
⑪
「
見

立
模
様
両
国
橋
段
絞
」
の
よ
う
に
、
社
会
の
変
化
と
と
も
に
か
つ
て
の
繁
栄
を
失

い
つ
つ
あ
っ
た
も
の
も
あ
る
。
読
み
解
き
の
遊
び
心
を
含
む
と
は
い
え
、
喪
失
感

を
主
題
と
し
た
⑫
「
見
立
模
様
浅
草
観
音
染
」、
維
新
前
後
の
変
動
を
映
し
出
し

た
⑭
「
見
立
模
様
芝
浦
そ
め
」
な
ど
に
は
、
移
り
変
わ
る
世
の
姿
を
意
識
し
て
と

ら
え
よ
う
と
す
る
視
線
が
汲
み
取
れ
る
。

第
三
に
開
化
の
産
物
や
新
事
業
に
ち
な
む
新
し
い
名
所
名
物
を
題
材
と
し
、
明

治
の
東
京
を
あ
ら
わ
そ
う
と
す
る
一
群
が
あ
る
。

⑮　
「
見
立
模
様
新
橋
停
車
場
染
」（
双
竜
齋
貞
鏡
／
下
谷
池
之
端
仲
町
玉
寶
堂

飯
塚
伊
兵
衛
／
し
ん
ば
し　

よ
し
田
屋
つ
ま　

安
達
つ
ぎ
）
図
18

明
治
五
年
鉄
道
開
業
の
地
で
あ
る
新
橋
停
車
場
に
ち
な
む
。
藍
鼠
と
納
戸
色
の

ぼ
か
し
地
に
曲
線
を
描
く
鉄
道
レ
ー
ル
、
車
輪
に
見
立
て
た
色
と
り
ど
り
の
片
輪

車
で
、
古
典
意
匠
「
流
水
に
片
輪
車
」
風
の
構
図
を
形
作
っ
て
い
る
。
上
下
に
描

か
れ
た
紅
白
の
腕
木
式
信
号
機
は
、
国
政
「
新
橋
鉄
道
蒸
気
車
之
図　

東
京
銀
座

煉
瓦
石
繁
栄
之
図
」（
明
治
六
年
・
一
八
七
三
）
な
ど
開
化
錦
絵
に
み
え
る
。
ず
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二
四

ら
り
と
並
ん
だ
信
号
機
は
、
汽
車
の
発
着
の
間
断
な
い
様
を
示
す
か
の
よ
う
で
あ

る
。
ア
ッ
シ
文
様
の
浴
衣
が
印
象
的
な
美
人
図
は
「
洗
い
髪
の
お
妻
」
と
し
て
知

ら
れ
た
新
橋
芸
者
で
あ
る
。

⑯　
「
見
立
模
様
銀
座
友
禅
」（
竹
本
長
廣
／
売
薬
化
粧
品
問
屋
銀
座
一
丁
目
つ

や
ふ
き
ん
佐
々
木
玄
兵
衛
／
か
ら
す
森
今
春
本
さ
と　

今
井
さ
と
）
図
19

煉
瓦
模
様
と
雪
芝
な
ど
を
置
い
た
背
景
に
、
雪
華
文
入
り
雲
母
摺
り
雪
輪
文
様

を
大
き
く
配
す
る
。
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）、
官
営
で
建
設
さ
れ
た
煉
瓦
造
り

の
家
屋
が
並
ぶ
銀
座
通
り
に
ち
な
む
。
銀
座
煉
瓦
屋
は
東
京
の
洋
風
建
築
の
さ
き

が
け
で
あ
り
、
異
国
の
よ
う
な
街
並
み
は
新
名
所
と
な
っ
た
。「
白
堊
硝
障
相
連

接
し
」
な
ど
と
形
容
さ
れ）

51
（

、
白
壁
や
硝
子
窓
に
も
人
々
の
注
目
が
集
ま
っ
た
。
銀

雪
を
思
わ
せ
る
雪
輪
文
様
は
、
硝
子
窓
、
あ
る
い
は
名
店
図
の
化
粧
品
問
屋
佐
々

木
玄
兵
衛
の
商
品「
つ
や
ふ
き
ん
」か
ら
連
想
さ
れ
る
鏡
で
あ
ろ
う
か
。
な
お
佐
々

木
の
住
所
は
銀
座
一
丁
目
、
煉
瓦
屋
に
店
を
構
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、「
見
立

模
様
」
の
主
題
と
呼
応
し
て
い
る
。

⑰
「
見
立
模
様
上
野
動
物
院
染
」（
歌
澤
芝
喜
太
夫
／
浅
草
新
福
富
町
呉
服
太

物
商
号
竺
仙
金
屋
仙
之
助
／
よ
し
原
仲
の
丁　

藤
井
な
を
）
図
１

檻
に
見
立
て
た
黒
縦
縞
、
背
景
は
豹
柄
の
ぼ
か
し
で
あ
る
。
こ
の
斬
新
な
意
匠

に
は
、
観
察
を
突
き
詰
め
形
状
の
面
白
さ
を
抽
出
す
る
京
伝
見
立
小
紋
流
の
創
作

手
法
が
生
か
さ
れ
て
い
る
。
明
治
一
五
年
（
一
八
八
二
）
開
設
の
上
野
動
物
園
に

は
実
際
に
豹
が
い
た）

52
（

。名
店
図
は
六
二
連
の
古
株
竺
仙
の
店
の
、古
代
模
様
の
凝
っ

た
反
物
を
綾
園
に
描
か
せ
た
も
の
で
、
自
慢
の
意
匠
を
披
露
す
る
意
図
が
感
じ
ら

れ
る
。「
竺
仙
」
は
中
形
浴
衣
地
、
手
ぬ
ぐ
い
地
を
は
じ
め
、「
染
模
様
色
合
い
の

風
流
古
雅
に
し
て
渋
味
あ
る
斬
新
奇
抜
に
し
て
意
気
な
る
到
底
類
と
真
似
の
出
来

得
べ
か
ら
ざ
る
者）

53
（

」
と
評
さ
れ
る
染
物
の
意
匠
に
定
評
が
あ
っ
た
。
続
き
物
中
、

最
も
意
表
に
出
た
こ
の
「
動
物
院
染
」
は
、
薫
に
と
っ
て
意
匠
家
、
ま
た
六
二
連

員
と
し
て
の
先
達
で
あ
る
竺
仙
に
よ
る
通
好
み
の
染
め
意
匠
と
の
均
衡
を
意
識

し
、
選
ば
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

⑱　
「
見
立
元
禄
模
様
藍
染
川
」（
松
林
伯
圓
／
日
本
橋
区
橘
町
大
彦
染
／
新
ば

し
玉
の
や
ぽ
ん
太　

谷
田
ゑ
つ
）
図
20

藍
色
地
に
流
水
（
藍
染
川
を
示
す
）
を
背
景
に
、二
枚
の
袖
に
古
風
な
松
竹
梅
、

遠
山
文
様
を
、「
元
禄
模
様
」を
特
徴
づ
け
る
匹
田
鹿
子
で
あ
ら
わ
し
た
意
匠
。「
元

禄
模
様
」
と
は
、
江
戸
前
期
の
小
袖
に
範
を
と
っ
た
石
畳
、
水
車
、
桜
、
松
な
ど

の
形
を
匹
田
鹿
子
や
友
禅
で
大
柄
に
染
め
た
も
の
で
、明
治
三
八
年
（
一
九
〇
五
）

に
三
越
呉
服
店
が
日
露
戦
争
後
の
復
古
気
運
に
乗
り
売
り
出
し
評
判
に
な
っ
た
こ

と
が
知
ら
れ
る
。
大
流
行
期
よ
り
一
〇
年
近
く
も
早
い
こ
の
作
例
は
注
目
に
値
す

る
。
名
店
図
の
呉
服
商
「
大
彦
」
は
京
染
以
上
に
鮮
麗
な
色
調
を
染
め
出
す
技
術

と
独
自
意
匠
の
「
大
彦
染
」
で
京
阪
に
も
知
ら
れ）

54
（

、
そ
の
一
端
は
上
段
の
綾
岡
描

く
見
本
帳
風
の
図
に
示
さ
れ
て
い
る
。「
元
禄
模
様
」
へ
の
着
目
の
機
縁
は
「
古

代
模
様
（
＊
筆
者
注
、
古
典
意
匠
を
い
う
）
の
応
用
に
至
て
は
能
く
大
彦
に
企
及

す
る
者
な
し）

55
（

」
と
評
さ
れ
た
大
彦
側
に
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
神
田
紺
屋
町
近

辺
を
流
れ
て
い
た
「
藍
染
川
」
は
既
に
埋
め
立
て
ら
れ
歴
史
上
の
地
名
と
な
っ
て

い
た
が
、「
元
禄
模
様
」
と
共
に
、
古
典
を
土
台
に
新
た
な
東
京
染
色
の
歴
史
を

築
き
つ
つ
あ
っ
た
こ
の
店
を
象
徴
し
て
い
る
。
美
人
図
は
美
人
写
真
で
知
ら
れ
た

芸
妓
ぽ
ん
太
。
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二
五

⑲
「
見
立
模
様
江
戸
橋
郵
便
三
ツ
菱
染
」（
桜
川
善
六
／
小
間
も
の
商
浅
草
清

島
町
万
屋
吉
兵
衛
／
新
よ
し
原
仲
之
町
松
本
や
つ
こ　

延
し
ん
娘
小
林
き
ん
）

図
21

納
戸
色
と
薄
桃
色
の
ぼ
か
し
地
に
色
と
り
ど
り
の
郵
便
、
三
菱
の
印
を
配
列
す

る
。
江
戸
橋
南
端
に
は
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
設
置
の
郵
便
役
所
に
由
来
す
る

東
京
郵
便
電
信
局
（
通
称
江
戸
橋
郵
便
局
）
が
あ
っ
た
。
二
〇
年
代
に
洋
風
三
階

建
に
新
築
さ
れ
た
建
物
は
「
宏
荘
奇
観
」
と
も
評
さ
れ
た）

56
（

。
郵
便
局
手
前
の
河
岸

に
は
明
治
一
三
年
（
一
八
八
〇
）
に
郵
便
汽
船
三
菱
会
社
の
建
て
た
煉
瓦
造
り
倉

庫
七
棟
が
並
び
、「
三
菱
の
七
ツ
蔵
」
と
親
し
ま
れ
た）

57
（

。
両
者
共
に
東
京
名
所
画

題
と
な
り
、
三
代
広
重
「
東
京
名
所
之
内
江
戸
橋
三
菱
郵
便
局
」（
明
治
一
四
年
・

一
八
八
一
）
な
ど
江
戸
橋
側
か
ら
は
同
時
に
描
か
れ
る
。
こ
の
「
見
立
模
様
」
の

面
白
さ
は
隣
接
す
る
新
東
京
名
所
を
「
印
」
の
み
で
示
す
点
に
あ
り
、
明
る
い
多

彩
な
配
色
が
「
印
」
の
近
代
性
を
際
だ
た
せ
て
い
る
。
逓
信
省
の
「
テ
」
の
字
に

よ
る
〒
の
印）

58
（

、
創
業
者
岩
崎
家
の
「
三
階
菱
」
紋
に
よ
る
菱
形
を
主
家
土
佐
藩
主

山
内
家
の
「
三
ツ
柏
」
紋
の
形
に
擬
し
た
三
菱
印
）
59
（

、
共
に
江
戸
的
着
想
か
ら
生
ま

れ
た
簡
潔
な
近
代
的
徽
章
で
あ
り
、
薫
は
そ
の
特
性
を
活
か
し
て
い
る
。
主
題
に

ふ
さ
わ
し
く
美
人
図
の
芸
妓
も
蝙
蝠
傘
を
翳
す
。

⑳
「
見
立
模
様
西
川
岸
そ
め
」（
清
元
志
津
太
夫
／
東
京
火
災
保
険
株
式
会
社

消
防
組
／
新
ば
し
福
玉
屋
小
喜
代　

家
村
せ
い
）
図
22

流
水
を
挟
む
二
種
の
小
紋
柄
で
「
西
河
岸
」
を
あ
ら
わ
す
。
上
側
紫
地
の
小
紋

は
縦
二
本
棒
を
連
ね
て
い
る
の
で
「
二
（
に
）」、
下
側
薄
紅
地
の
小
紋
は
四
本
筋

入
り
分
銅
つ
な
ぎ
模
様
で
「
四
（
し
）」、川
を
示
す
流
水
と
合
わ
せ
「
に
し
河
岸
」

と
な
る
。
西
河
岸
に
あ
っ
た
名
店
図
の
東
京
火
災
保
険
株
式
会
社
の
徽
章
を
小
紋

柄
に
加
え
た
の
は
「
応
需
蘭
洲
画
」
と
あ
る
よ
う
に
同
社
の
依
頼
に
よ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
徽
章
自
体
イ
ン
シ
ュ
ラ
ン
ス
の
I
と
火
消
し
道
具
の
鳶
口
を
組
み
合
わ

せ
水
の
字
を
か
た
ど
っ
た
文
字
文
様
）
60
（

で
、
流
水
と
も
縁
が
あ
り
見
立
模
様
の
趣
向

は
こ
れ
と
調
和
し
て
い
る
。

第
三
の
グ
ル
ー
プ
に
は
、
⑮
「
見
立
模
様
新
橋
停
車
場
染
」
の
レ
ー
ル
と
信
号

機
、
⑯
「
見
立
模
様
銀
座
友
禅
」
の
煉
瓦
と
硝
子
窓
、
⑲
「
見
立
模
様
江
戸
橋
郵

便
三
ツ
菱
染
」
に
お
け
る
郵
便
と
三
菱
の
徽
章
の
よ
う
に
、
観
念
的
な
寓
意
で
は

な
く
開
化
の
新
事
物
の
具
体
的
形
象
を
つ
か
み
モ
チ
ー
フ
と
す
る
特
徴
的
傾
向
が

み
ら
れ
る
。
新
た
な
時
勢
へ
の
関
心
と
、
あ
ら
ゆ
る
事
物
に
開
か
れ
た
観
察
眼
が

⑰
「
見
立
模
様
上
野
動
物
院
染
」
の
よ
う
な
斬
新
な
表
現
も
生
み
出
す
の
で
あ
る
。

ま
た
⑱
「
見
立
元
禄
模
様
藍
染
川
」
に
み
る
よ
う
な
、
古
典
に
新
た
な
価
値
付
け

を
求
め
た
復
古
趣
味
意
匠
を
明
治
の
新
事
業
に
関
連
づ
け
た
例
と
し
て
、他
に「
見

立
模
様
木
挽
町
新
歌
舞
伎
座
染
」（
蓬
莱
山
を
象
っ
た
州
浜
飾
り
の
図
）
な
ど
も

注
目
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
「
見
立
模
様
」
に
み
る
江
戸
東
京
に
対
す
る
視
線
は
、
懐
旧
や
狭

い
江
戸
趣
味
の
範
囲
に
止
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
伝
説
化
し
た
江
戸
の
遺
産
、
変

わ
ら
ぬ
繁
栄
を
続
け
る
も
の
、
維
新
に
よ
り
姿
を
変
え
た
も
の
、
新
た
に
伸
張
し

つ
つ
あ
る
も
の
。
当
時
の
人
々
の
目
に
映
っ
た
重
層
的
な
江
戸
と
東
京
の
姿
が
と

ら
え
ら
れ
て
い
る
。
江
戸
文
化
へ
の
愛
惜
と
新
文
化
へ
の
目
敏
い
注
目
は
、
江
戸

の
誇
り
を
背
負
い
な
が
ら
時
流
に
即
し
て
事
業
を
展
開
す
る
竺
仙
、
大
彦
に
代
表

さ
れ
る
よ
う
な
、
東
京
人
の
姿
勢
を
う
か
が
わ
せ
る
。

な
お
、
題
材
に
は
、
前
述
⑫
「
見
立
模
様
浅
草
観
音
染
」
の
ほ
か
に
も
京
伝
作

見
立
小
紋
と
共
通
す
る
も
の
が
見
出
さ
れ
る
。「
見
立
模
様
三
囲
夕
立
縞
」
と
『
小
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六

紋
新
法
』「
む
か
う
じ
ま
」、「
見
立
模
様
芝
神
明
祭
器
染
」
と
『
小
紋
裁
』『
小
紋

雅
話
』「
ち
ぎ
も
や
う
」
は
同
材
、ま
た
題
材
は
異
な
る
が
「
見
立
模
様
鐘
ケ
淵
染
」

は
『
小
紋
裁
』『
小
紋
雅
話
』「
道
成
寺
か
う
し
」
に
似
て
い
る
。
江
戸
東
京
の
名

所
名
物
を
「
模
様
」
と
し
て
示
す
と
い
う
着
想
自
体
が
京
伝
の
見
立
小
紋
集
に
重

な
る
が
、
制
作
に
当
た
り
薫
が
京
伝
作
品
を
意
識
し
て
い
た
こ
と
は
、
こ
れ
ら
類

例
か
ら
も
う
か
が
え
る
。

（2）　

構
成
の
手
法
―
な
ぞ
ら
え
か
ら
創
作
へ

題
材
を
端
的
に
示
唆
す
る
モ
チ
ー
フ
を
抽
出
し
巧
み
に
構
成
す
る
こ
と
が
「
見

立
模
様
」
の
基
本
で
あ
り
、
こ
れ
は
京
伝
見
立
小
紋
の
手
法
に
通
ず
る
。
京
伝
の

見
立
小
紋
集
に
み
ら
れ
た
と
こ
ろ
と
同
じ
く
、
有
職
織
物
や
名
物
裂
等
の
古
典
意

匠
や
更
紗
、
絞
り
な
ど
既
存
意
匠
の
類
型
に
な
ぞ
ら
え
構
図
上
の
見
立
て
自
体
を

楽
し
ま
せ
る
例
の
一
方
で
、
既
存
意
匠
に
は
依
拠
し
な
い
例
が
「
見
立
模
様
」
に

は
多
く
、
構
図
上
の
見
立
に
拘
泥
せ
ず
自
由
な
発
想
で
構
成
さ
れ
た
作
例
に
、
よ

り
新
鮮
な
意
匠
表
現
が
目
立
つ
。

既
存
意
匠
に
な
ぞ
ら
え
た
例
で
は
、
更
紗
見
立
の
⑤
「
見
立
模
様
両
国
橋
詰
更

紗
」、
古
典
意
匠
見
立
の
⑮
「
見
立
模
様
新
橋
停
車
場
染
」
な
ど
の
ほ
か
、
名
物

裂
意
匠
を
実
景
と
重
ね
た
「
見
立
模
様
百
本
杭
そ
め
」（
流
水
に
躍
る
鯉
を
あ
ら

わ
し
た
名
物
裂
「
荒
磯
緞
子
」
と
水
除
け
杭
を
取
り
合
わ
せ
、
鯉
釣
り
の
名
所
、

本
所
「
百
本
杭
」
を
示
す
）、
名
所
に
ち
な
む
モ
チ
ー
フ
を
名
物
裂
意
匠
に
は
め

込
ん
だ
「
見
立
模
様
山
王
星
ヶ
岡
織
」（
名
物
裂
「
大
内
桐
金
襴
」
あ
る
い
は
「
嵯

峨
桐
金
襴
」
の
花
房
部
分
に
山
王
権
現
に
ち
な
む
括
り
猿
を
は
め
込
む
図
23
）
な

ど
、
京
伝
ば
り
の
意
外
性
あ
る
趣
向
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
種
の
系
統
に
は
、
前
掲

⑬
「
見
立
模
様
神
田
明
神
ノ
画
革
」
の
よ
う
に
古
典
的
意
匠
に
文
字
文
様
や
言
葉

遊
び
の
要
素
を
潜
ま
せ
た
判
じ
物
の
趣
向
も
み
ら
れ
る
。「
見
立
模
様
深
川
不
動

立
涌
」（
厳
か
な
梵
字
風
文
字
入
り
立
涌
文
様
だ
が
、
上
部
の
文
字
は
「
ふ
か
」

と
読
め
立
涌
の
三
筋
と
合
わ
せ
「
ふ
か
川
」、
下
部
の
文
字
は
「
不
動
」）
な
ど
は

秀
逸
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
文
字
文
様
や
あ
か
ら
さ
ま
な
語
呂
あ
わ
せ
に
よ
る

判
じ
物
の
作
例
が
多
い
わ
け
で
は
な
い
。

言
葉
遊
び
の
要
素
を
含
む
に
せ
よ
、
構
図
上
の
見
立
に
拠
ら
ず
自
由
な
意
匠
構

成
に
よ
る
前
述
④
「
見
立
模
様
上
野
黒
門
袴
腰
染
」（
黒
紋
付
き
で
「
黒
門
」、
袴

の
腰
で
「
袴
腰
」）
⑦
「
見
立
模
様
呉
服
町
鰹
縞
土
佐
画
薩
摩
か
す
り
」（
土
佐
画

で
「
土
佐
節
」
薩
摩
か
す
り
で
「
薩
摩
節
」）
な
ど
は
、「
模
様
」
中
に
さ
り
げ
な

く
配
さ
れ
た
モ
チ
ー
フ
か
ら
言
葉
を
読
み
解
か
せ
る
も
の
で
、
読
み
解
き
の
趣
向

と
し
て
も
意
匠
と
し
て
も
完
成
度
が
高
い
と
い
え
よ
う
。

本
作
に
お
け
る
「
見
立
模
様
」
の
特
色
が
最
も
よ
く
発
揮
さ
れ
て
い
る
の
が
、

題
材
に
関
す
る
事
物
の
形
象
を
巧
み
に
捉
え
モ
チ
ー
フ
と
し
、
そ
れ
を
活
か
し
て

意
匠
を
構
成
す
る
手
法
で
あ
る
。

京
伝
作
品
に
多
く
み
ら
れ
た
、
モ
チ
ー
フ
を
単
純
に
並
べ
て
小
紋
風
に
見
せ
る

手
法
と
の
類
似
例
と
し
て
、「
見
立
模
様
十
軒
店
祝
染
」（
菱
餅
、
鯉
の
ぼ
り
の
鱗

を
並
べ
る
、
日
本
橋
十
軒
店
に
は
節
句
飾
り
や
人
形
を
売
る
店
が
多
く
季
節
に
は

市
が
立
つ
）
や
「
見
立
模
様
品
川
乾
海
苔
染
」（
養
殖
に
使
う
疎
朶
を
背
景
に
干

し
海
苔
の
簀
を
並
べ
る
、
品
川
海
岸
で
の
海
苔
養
殖
に
ち
な
む
図
24
）
が
あ
げ
ら

れ
る
。
ま
た
対
象
に
視
点
を
近
づ
け
形
状
の
面
白
さ
を
写
生
的
に
と
ら
え
、
そ
の

ま
ま
意
匠
と
す
る
手
法
も
京
伝
作
品
の
一
特
徴
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
系
統
で
も
前

述
⑨
「
見
立
模
様
向
嶋
長
命
寺
染
」
や
⑰
「
見
立
模
様
上
野
動
物
院
染
」
の
ほ
か
、

「
見
立
模
様
釜
屋
堀
五
本
松
形
」（
松
枝
文
を
鋳
出
し
た
茶
釜
の
胴
の
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
、小
名
木
川
通
り
に
明
治
期
に
も
続
い
た
老
舗
釜
屋
と
松
の
名
木
が
あ
る
）
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「
見
立
模
様
深
川
木
場
杢
目
染
」（
墨
流
し
風
の
曲
線
を
歪
曲
さ
せ
、
木
場
に
ち
な

む
木
目
の
文
様
と
す
る
図
25
）、
な
ど
で
手
腕
を
振
る
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
よ
り
自
由
度
の
高
い
創
作
的
構
成
が
み
ら
れ
る
こ
と
は
、
本
作
の
特

色
で
あ
る
。
前
述
の
①
「
見
立
模
様
浅
草
山
谷
橋
染
」
や
②
「
見
立
模
様
日
本
橋

染
」、
あ
る
い
は
⑧
「
見
立
模
様
浅
草
田
甫
酉
の
市
織
」
の
よ
う
な
、
題
材
か
ら

連
想
さ
れ
る
諸
要
素
を
図
像
化
し
、
単
純
な
繰
り
返
し
構
図
で
も
な
く
、
写
生
で

も
な
く
、
自
由
に
構
成
を
創
り
上
げ
た
作
例
は
、
京
伝
作
品
で
は
稀
で
あ
っ
た
。

京
伝
作
品
が
「
見
立
小
紋
」
で
あ
っ
た
の
に
比
べ
、
本
作
は
近
代
的
な
図
案
観
を

背
景
と
し
た
「
見
立
模
様
」
で
あ
り
、
自
由
な
構
成
に
向
か
っ
て
ゆ
く
こ
と
は
当

然
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
意
匠
表
現
の
面
で
は
本
作
は
、
京
伝
の
仕
事
を
着

実
に
受
け
継
ぎ
、
さ
ら
に
近
代
的
な
図
案
表
現
へ
と
発
展
さ
せ
た
も
の
と
位
置
づ

け
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
見
立
模
様
」
の
面
白
さ
は
、
第
一
に
題
材
の
設
定
、
第
二
に
題
材
の
歴
史
文

化
的
背
景
の
理
解
や
造
形
的
特
徴
の
把
握
に
基
づ
く
意
外
性
の
あ
る
モ
チ
ー
フ
選

択
、
第
三
に
モ
チ
ー
フ
を
活
か
し
な
が
ら
主
題
を
読
み
解
か
せ
る
構
成
の
趣
向
に

か
か
っ
て
い
る
。
第
一
の
点
の
み
な
ら
ず
、
第
二
の
点
も
半
ば
は
、
造
形
レ
ベ
ル

以
前
の
着
想
と
解
釈
の
問
題
で
あ
る
。機
知
に
富
む
発
想
が
多
様
な
題
材
、モ
チ
ー

フ
を
も
た
ら
し
、構
図
上
の
な
ぞ
ら
え
に
止
ま
ら
な
い
多
彩
な
構
成
に
つ
な
が
り
、

「
見
立
」
の
面
白
さ
の
追
求
か
ら
「
模
様
」
の
通
例
に
と
ら
わ
れ
な
い
新
鮮
味
の

あ
る
意
匠
が
生
み
出
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
の
延
長
上
に
あ
る
遊
び
の
世
界
か

ら
発
し
た
見
立
趣
向
の
意
匠
創
作
は
、
結
果
と
し
て
図
案
表
現
に
お
け
る
モ
チ
ー

フ
選
択
の
幅
を
広
げ
、
斬
新
な
意
匠
構
成
を
生
み
出
す
契
機
と
な
る
可
能
性
を
秘

め
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

な
お
「
見
立
模
様
」
に
み
え
る
「
古
代
模
様
」「
光
琳
模
様
」
な
ど
の
復
古
趣

味
意
匠
や
華
や
か
な
配
色
が
、
同
時
代
染
織
意
匠
の
新
傾
向
と
一
致
す
る
こ
と
を

旧
稿
で
述
べ
た
。
本
稿
で
注
目
し
た
「
元
禄
模
様
」
も
復
古
趣
味
の
流
れ
に
沿
う

も
の
で
あ
り
、
後
の
大
流
行
に
対
す
る
先
駆
例
と
い
え
る
。
こ
の
点
か
ら
も
梅
素

薫
に
よ
る
「
見
立
模
様
」
は
明
治
二
九
、三
〇
年
当
時
の
最
新
の
創
作
図
案
と
し

て
の
側
面
も
併
せ
持
つ
も
の
と
い
え
る
。

結
び

「
東
京
自
慢
名
物
会
」
の
面
白
さ
は
、
江
戸
文
化
の
名
残
が
命
脈
を
保
つ
一
方

で
新
時
代
の
文
化
も
浸
透
し
つ
つ
あ
っ
た
明
治
二
九
、三
〇
年
と
い
う
時
期
の

人
々
の
目
に
映
っ
た
「
江
戸
」「
東
京
」
像
と
、
そ
れ
を
表
現
す
る
感
覚
を
あ
り

の
ま
ま
に
伝
え
て
い
る
点
に
あ
る
。

「
見
立
模
様
」
は
、
表
現
の
特
徴
か
ら
み
て
も
、
ま
た
作
者
梅
素
薫
が
幕
末
来
、

興
画
合
の
会
や
見
巧
者
集
団
六
二
連
な
ど
趣
味
人
仲
間
に
属
し
見
立
趣
向
を
楽
し

む
遊
び
に
参
加
し
て
き
た
こ
と
か
ら
も
、
江
戸
後
期
以
来
の
見
立
意
匠
の
系
譜
に

連
な
る
も
の
と
い
え
る
。
薫
が
手
拭
合
な
ど
の
遊
び
と
意
匠
の
仕
事
と
を
通
し
見

立
趣
向
を
掌
中
に
収
め
て
い
た
こ
と
が
、「
見
立
模
様
」
を
要
と
す
る
一
〇
〇
枚

を
越
す
揃
物
の
成
立
を
可
能
に
し
た
。

手
拭
合
を
は
じ
め
と
す
る
見
立
趣
向
の
遊
び
や
装
飾
は
、明
治
期
に
入
っ
て
も
、

特
に
劇
界
周
辺
で
は
愛
好
さ
れ
続
け
て
い
た
。
そ
れ
ら
の
検
討
か
ら
、
見
立
趣
向

の
前
提
に
は
主
題
に
対
す
る
知
識
や
感
情
の
共
有
が
あ
り
、
見
立
の
読
み
解
き
が

共
感
を
広
げ
る
が
故
に
仲
間
内
で
愛
好
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
た
。
読

み
解
き
に
よ
り
参
加
者
（
鑑
賞
者
）
が
知
的
な
納
得
と
共
感
を
味
わ
う
構
造
は
、

見
立
趣
向
の
意
匠
や
遊
び
の
基
本
的
な
魅
力
で
あ
る
。
本
作
出
版
当
時
の
人
々
は
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東
京
自
慢
と
い
う
主
題
の
核
と
な
る
「
見
立
模
様
」
の
読
み
解
き
を
楽
し
み
な
が

ら
、
梅
素
薫
が
提
示
し
た
同
世
代
の
東
京
人
が
共
有
す
る
「
江
戸
」「
東
京
」
像

に
頷
き
な
が
ら
思
い
を
巡
ら
せ
た
は
ず
で
あ
る
。
た
だ
し
本
作
成
立
期
は
世
代
交

代
に
よ
り
幕
末
文
化
の
名
残
が
消
え
ゆ
き
つ
つ
あ
る
時
期
で
も
あ
り
、
明
治
の
新

た
な
文
化
状
況
の
反
映
も
ま
た
本
作
の
特
質
で
あ
る
。
本
作
「
見
立
模
様
」
は
江

戸
後
期
の
見
立
趣
向
の
表
現
感
覚
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
も
狭
い
江
戸
趣
味
に
と
ど

ま
ら
ず
、
題
材
選
択
に
移
り
ゆ
く
江
戸
東
京
の
姿
を
重
層
的
に
と
ら
え
る
視
線
を

内
包
し
、
江
戸
文
化
へ
の
愛
惜
の
情
と
新
文
化
の
活
気
へ
の
瞠
目
、
両
方
を
含
む

「
東
京
自
慢
」
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
江
戸
に
生
ま
れ
明
治
の
現
在
を
生
き
る
東
京

人
の
姿
勢
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

梅
素
薫
は
、
幕
末
期
の
戯
作
浮
世
絵
界
で
活
躍
し
た
意
匠
家
が
手
が
け
て
い
た

模
様
下
絵
が
近
代
の
図
案
家
の
仕
事
に
変
貌
し
て
ゆ
く
途
上
の
世
代
で
あ
る
。
幕

末
期
の
戯
作
、
浮
世
絵
の
世
界
に
直
結
す
る
薫
の
「
見
立
模
様
」
は
、
自
由
な
創

作
的
構
成
や
配
色
に
新
鮮
な
感
覚
が
み
ら
れ
る
明
治
期
の
意
匠
表
現
で
も
あ
り
、

実
際
に
応
用
可
能
な
完
成
度
の
高
さ
を
持
つ
。「
見
立
」
の
趣
向
は
主
題
の
表
示

を
軸
と
す
る
が
ゆ
え
に
多
様
な
素
材
の
意
匠
化
に
つ
な
が
り
、
結
果
と
し
て
近
代

図
案
に
お
い
て
も
モ
チ
ー
フ
選
択
の
幅
を
広
げ
斬
新
な
か
た
ち
を
生
み
出
す
契
機

と
な
っ
た
可
能
性
を
、
本
作
「
見
立
模
様
」
は
示
す
も
の
と
考
え
る
。

註（
1
）　

拙
稿
「
京
伝
作
小
紋
図
案
と
江
戸
の
意
匠
―
戯
作
、
浮
世
絵
の
世
界
か
ら
の
広
が
り

―
」「
服
飾
美
学
」
三
四
号
、服
飾
美
学
会
、二
〇
〇
二
年
、同
「『
東
京
自
慢
名
物
会
』

「
見
立
模
様
」
の
性
格
―
明
治
期
劇
界
周
辺
に
み
る
近
世
的
趣
向
の
継
承
と
新
風
―
」

同
前
三
九
号
、
二
〇
〇
四
年
、
同
「
明
治
期
図
案
界
に
み
る
見
立
表
現
の
系
譜
―
近

世
的
着
想
と
西
洋
近
代
図
案
と
の
出
会
い
―
」
同
前
四
一
号
、
二
〇
〇
五
年
。

（
2
）　

島
田
一
郎
『
日
本
書
誌
学
大
系
四
九
（
一
）
島
田
筑
波
集
上
』
青
裳
堂
書
店
、

一
九
八
六
年
。

（
3
）　

前
掲
注
１
拙
稿
「『
東
京
自
慢
名
物
会
』「
見
立
模
様
」
の
性
格
」。

（
4
）　

岩
田
秀
行
「「
見
立
絵
」
に
関
す
る
疑
問
」『
江
戸
文
学
研
究
』
新
典
社
、一
九
九
三
年
、

同
「
機
知
の
文
学
」『
岩
波
講
座
日
本
文
学
史
第
九
巻
一
八
世
紀
の
文
学
』
岩
波
書
店
、

一
九
九
六
年
。

（
5
）　

た
と
え
ば
下
段
は
「
三
浦
の
揚
巻
岩
井
半
四
郎
」
に
「
山
谷
助
六
寺
」、
上
段
は
「
お

い
ら
ん
へ
（
略
）
六
夜
ま
ち
と
し
な
ま
す
か
へ　

イ
ゝ
エ
山
谷
ま
ち
」
と
い
う
戯
文

に
山
谷
八
百
善
の
料
理
と
二
十
三
夜
祭
の
掛
軸
の
図
を
添
え
、
全
体
で
「
山
谷
」
と

そ
の
名
物
を
示
す
。

（
6
）　
『
歌
舞
伎
新
報
』
明
治
一
二
年
（
一
八
七
九
）
二
月
創
刊
、明
治
三
〇
年
（
一
八
九
七
）

三
月
休
刊
。
一
六
一
二
号
ま
で
歌
舞
伎
新
報
社
発
行
、
一
六
一
三
号
よ
り
一
六
六
九

号
ま
で
玄
鹿
館
発
行
。

（
7
）　

片
岡
我
童
（
松
島
屋
）、
中
村
福
助
（
成
駒
屋
）
に
引
幕
を
贈
っ
て
い
る
。「
歌
舞
伎

新
報
」
一
三
四
二
号
、
明
治
二
五
年
（
一
八
九
二
）
三
月
一
四
日
、
同
一
五
三
五
号
、

明
治
二
六
年
（
一
八
九
三
）
一
二
月
二
六
日
参
照
。

（
8
）　

深
野
座
の
件
は
「
歌
舞
伎
新
報
」
一
三
三
九
号
、
明
治
二
五
年
（
一
八
九
二
）
三
月

五
日
、
川
上
座
の
件
は
田
村
成
義
『
続
々
歌
舞
伎
年
代
記
乾
巻
』
巻
の
弐
拾
九
、
明

治
二
九
年
（
一
八
九
六
）
七
月
の
記
事
、
市
村
座
一
九
二
二
年
、
参
照
。

（
9
）　

関
根
只
誠
『
浮
世
画
百
家
伝
』
六
合
館
、
一
九
二
五
年
、
歌
川
国
周
の
項
。

（
10
）　

絵
本
『
芽
出
柳
翠
緑
松
前
』
大
倉
孫
兵
衛
、明
治
一
六
年
（
一
八
八
三
）
表
紙
に
「
梅

素
薫
編
輯
」
奥
付
に
「
編
輯
人
関
根
竹
二
郎
」
と
あ
り
、本
作
「
見
立
模
様
」
に
も
「
せ
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き
ね
」
印
が
み
え
る
。

（
11
）　
「
東
京
自
慢
名
物
会
」「
見
立
模
様
西
川
岸
そ
め
」
に
「
応
需
蘭
洲
画
」
と
み
え
る
他
、

「
見
立
模
様
」
の
う
ち
「
吉
原
仲
の
町
帯
地
」「
向
嶋
長
命
寺
染
」「
佃
島
住
吉
染
」
に

「
蘭
州
」
印
が
み
え
る
。

（
12
）　

久
保
田
米
僊
、永
井
素
岳
編
『
図
案
袱
紗
合
』
大
倉
書
店
、明
治
二
七
年
（
一
八
九
四
）。

（
13
）　
「
歌
舞
伎
新
報
」
六
四
六
号
明
治
一
九
年
（
一
八
八
六
）
四
月
一
日
参
照
。

（
14
）　

仮
名
垣
魯
文
「
梅
素
小
伝
」「
明
治
文
芸
資
料
其
一
」（
明
治
一
三
年
三
月
発
行
「
芳

譚
雑
誌
」
第
二
十
五
号
所
載
記
事
の
再
録
）『
書
物
往
来
』
二
年
二
号
（
従
吾
所
好
社
、

一
九
二
五
年
七
月
）
所
載
。
復
刻
版
『
書
物
往
来
第
三
巻
』
ゆ
ま
に
書
房
、

一
九
八
七
年
参
照
。

（
15
）　
「
都
新
聞
」
第
四
七
八
二
号
附
録
「
都
の
華
」
第
四
〇
号
、
都
新
聞
社
、
明
治
三
三
年

（
一
九
九
〇
）
一
一
月
二
三
日
、
参
照
。

（
16
）　

 

『
補
訂
版　

国
書
総
目
録
』
全
八
巻
・
著
者
別
索
引
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
九
年
か

ら
一
九
九
一
年
。

（
17
）　

前
掲
注
８
田
村
成
義
『
続
々
歌
舞
伎
年
代
記
乾
巻
』
巻
の
拾
九
参
照
。

（
18
）　

吉
村
新
七
著
「
西
洋
噺
日
本
写
絵
」『
演
劇
脚
本
』
第
四
冊
所
収
、
吉
村
糸
、
明
治

二
八
年
（
一
八
九
五
）。

（
19
）　
『
三
越
』
三
巻
一
〇
号
「
文
芸
」
の
部
、
三
越
呉
服
店
、
一
九
一
三
年
一
〇
月
。

（
20
）　

仮
名
垣
魯
文
、
山
々
亭
有
人
編
『
粋
興
奇
人
伝
』
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
参
照
。

（
21
）　

皎
々
亭
梅
崕
編
『
く
ま
な
き
影
』
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
参
照
。

（
22
）　
「
餅
番
」
同
様
の
趣
向
で
料
理
を
誂
え
る
「
遊
喰
会
」
が
芝
居
関
係
者
の
間
で
行
わ
れ
、

演
目
に
ち
な
む
見
立
意
匠
の
菓
子
や
小
物
が
土
産
物
と
し
て
好
ま
れ
た
。
聯
合
は
劇

場
の
楽
屋
内
、
役
者
や
芝
居
愛
好
者
個
人
の
周
辺
で
も
行
わ
れ
た
。

（
23
）　
「
歌
舞
伎
新
報
」
三
九
三
号
、
明
治
一
七
年
（
一
八
八
四
）
三
月
一
一
日
参
照
。

（
24
）　
「
富
山
城
雪
解
清
水
」「
神
明
恵
和
合
取
組
」「
一
﨟
職
狩
場
棟
上
」
は
新
富
座
で
三
月

二
日
よ
り
上
演
。

（
25
）　

河
竹
糸
女
補
修　

河
竹
繁
俊
校
訂
編
纂
『
黙
阿
弥
全
集
第
一
九
巻
』
春
陽
堂
、

一
九
二
五
年
、
口
絵
解
説
。
三
升
屋
二
三
治
『
作
者
年
中
行
事
』（
嘉
永
元
・

一
八
四
八
年
成
立
）
に
も
「
狂
言
の
世
界
、
春
の
役
割
を
聞
せ
、
又
、
役
者
の
紋
な

ど
付
て
み
せ
、
見
物
に
考
え
さ
せ
る
も
の
」（
芸
能
史
研
究
会
編
『
日
本
庶
民
文
化
資

料
集
成
第
六
巻
』
三
一
書
房
、
一
九
七
三
年
所
載
参
照
）
と
み
え
る
。
明
和
か
ら
天

明
期
に
活
躍
し
た
金
井
三
笑
・
桜
田
左
交
の
頃
か
ら
と
あ
り
、
当
時
の
見
立
趣
向
の

流
行
よ
り
始
ま
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

（
26
）　
『
歌
舞
伎
新
報
』
記
事
で
は
餅
番
は
明
治
二
九
年
（
一
八
九
六
）
一
月
明
治
座
作
者
部

屋
、
仕
切
場
、
俳
優
の
催
し
、
仕
切
場
飾
り
は
明
治
二
三
年
（
一
八
九
〇
）
一
月
新

富
桐
座
に
お
け
る
も
の
が
遅
い
例
。

（
27
）　
『
歌
舞
伎
事
典
』「
六
二
連
」
の
項
、
平
凡
社
、
一
九
八
三
年
参
照
。

（
28
）　

大
田
南
畝
『
一
話
一
言
』
巻
一
四
（
原
巻
二
十
二　

巻
末
に
享
和
改
元
二
月
の
比
に

終
る
と
あ
る
）『
日
本
随
筆
大
成
別
巻
2
一
話
一
言
2
』
吉
川
弘
文
館
、一
九
九
六
年
。

（
29
）　

岡
部
啓
五
郎
『
東
京
名
勝
図
会
』（
明
治
九
年
一
八
七
六
序
）
市
古
夏
生
・
鈴
木
健
一

編
『
江
戸
名
所
図
会
事
典
』
筑
摩
書
房
、
一
九
九
七
年
所
収
、「
日
本
橋
」
の
項
、「
風

俗
画
報
」
三
七
六
号
「
江
京
雑
記
」、
東
陽
堂　

明
治
四
〇
年
（
一
九
〇
七
）
一
二
月

三
〇
日
、「C

D
-R

O
M

版　

風
俗
画
報
バ
ー
ジ
ョ
ン
2
」
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
〇
二

年
参
照
。
以
下
、「
風
俗
画
報
」
は
こ
のC

D
-R

O
M

版
に
よ
る
。

（
30
）　

江
戸
時
代
の
興
業
で
は
魚
河
岸
か
ら
は
鉢
巻
と
下
駄
を
、
吉
原
か
ら
傘
と
箱
提
灯
を

贈
る
の
が
嘉
例
と
な
っ
て
い
た
。『
日
本
古
典
文
学
大
系
98　

歌
舞
伎
十
八
番
集
』
解

説
、
岩
波
書
店
一
九
六
五
年
参
照
。

（
31
）　

中
村
重
助
『
芝
居
乗
合
話
』（
寛
政
一
二
年
頃
成
立
か
）
巻
一
「
紫
褄
濃
の
衣
裳
金
糸
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と
銀
糸
に
て
す
ヽ
き
に
露
の
玉
縫
ひ
た
る
を
下
し
給
わ
り
」、
前
掲
注
25
芸
能
史
研
究

会
編
『
日
本
庶
民
文
化
資
料
集
成
第
六
巻
』
所
収
。

（
32
）　

東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館
編
『
江
戸
歌
舞
伎　

歴
史
と
魅
力
』
財
団
法
人
江
戸
東
京

歴
史
財
団
、
一
九
九
五
年
掲
載
、
絵
馬
「
猿
若
狂
言
人
形
額
」
参
照
。

（
33
）　

松
本
順
吉
編
『
改
訂
増
補
東
京
名
物
志
』「
梅
素
亭
」
の
項
、
交
益
社
、
明
治
三
五
年

（
一
九
〇
二
）
参
照
。

（
34
）　
「
風
俗
画
報
」
一
二
三
号
「
新
撰
東
京
名
所
図
会
第
一
編
上
野
公
園
之
部
上
」
東
陽
堂
、

明
治
二
九
年
（
一
八
九
六
）
九
月
二
五
日
。

（
35
）　

高
野
辰
之　

南
茂
樹
校
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』『
演
劇
叢
書
第
七
編
』
六
合
館
、
明
治

四
五
年
（
一
九
一
二
）。

（
36
）　

寛
閑
楼
佳
孝
『
北
里
見
聞
録
』
巻
五
（
文
化
一
四
年
一
八
一
七
自
序
）『
近
世
文
芸
叢

書
第
一
〇
』
所
収
、
国
書
刊
行
会
、
一
九
一
一
年
ほ
か
参
照
。
綱
宗
に
よ
る
手
討
ち

の
件
は
史
実
と
は
み
ら
れ
な
い
が
、
奈
河
亀
輔
『
伽
羅
先
代
萩
』（
安
永
六
年

一
七
七
七
初
演
）
を
は
じ
め
歌
舞
伎
の
筋
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
た
。　
　

（
37
）　

原
武
太
夫
、
大
田
南
畝
他
『
高
尾
考
』『
燕
石
十
種
第
一
巻
』
所
収
、
中
央
公
論
社
、

一
九
七
九
年
、
前
掲
注
36
寛
閑
楼
佳
孝
『
北
里
見
聞
録
』
参
照
。

（
38
）　

前
掲
注
33
『
改
訂
増
補
東
京
名
物
志
』「
新
吉
原
」
の
項
参
照
。

（
39
）　

斎
藤
幸
雄
『
江
戸
名
所
図
会
』
巻
之
七
「
隅
田
河
の
堤
」
市
古
夏
生
・
鈴
木
健
一
編
『
新

訂
江
戸
名
所
図
会
6
』
ち
く
ま
学
芸
文
庫
筑
摩
書
房
、
一
九
九
七
年
、
若
月
紫
蘭
『
東

京
年
中
行
事
』（
明
治
四
四
年
一
九
一
一
）「
三
月
暦  

向
島
の
桜
」、朝
倉
治
彦
校
注『
東

京
年
中
行
事
１
』
東
洋
文
庫
平
凡
社
、
一
九
六
八
年
参
照
。

（
40
）　

斎
藤
月
岑
『
東
都
歳
事
記
』（
天
保
九
年
一
八
三
八
刊
）「
二
月　

単
弁
桜
」、
朝
倉
治

彦
校
注
『
東
都
歳
事
記
１
』
東
洋
文
庫
平
凡
社
、
一
九
七
〇
年
参
照
。

（
41
）　

平
出
鏗
二
郎
『
東
京
風
俗
志
』
下
（
明
治
三
五
年
一
九
〇
二
刊
）「
桜
狩
」、『
東
京
風

俗
志
』
新
装
版　

八
坂
書
房　

一
九
九
一
年
、
前
掲
書
注
39
『
東
京
年
中
行
事
』「
三

月
暦  

向
島
の
桜
」
ほ
か
。

（
42
）　
「
風
俗
画
報
」
一
六
一
号
「
新
撰
東
京
名
所
図
会
第
一
二
編
隅
田
堤
之
部
上
」
東
陽
堂
、

明
治
三
一
年
（
一
八
九
八
）
三
月
二
五
日
「
長
命
寺
桜
餅
」
参
照
。

（
43
）　

若
月
紫
蘭
『
東
京
年
中
行
事
』（
明
治
四
四
年
一
九
一
一
）「
六
月
暦　

神
田
明
神
三

天
王
祭
」、
朝
倉
治
彦
校
注
『
東
京
年
中
行
事
2
』
東
洋
文
庫
平
凡
社
、
一
九
六
八
年

参
照
。

（
44
）　

斎
藤
月
岑
『
東
都
歳
事
記
』「
五
月
廿
八
日
」『
東
都
歳
事
記
2
』
東
洋
文
庫
平
凡
社
、

一
九
七
〇
年
。

（
45
）　

寺
門
静
軒
『
江
戸
繁
昌
記
初
編
』（
天
保
三
年
一
八
三
二
刊
）「
両
国
の
煙
火
」、
日
野

龍
夫
校
注
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
江
戸
繁
昌
記
柳
橋
新
誌
』
岩
波
書
店
、

一
九
八
九
年
参
照
。

（
46
）　

平
出
鏗
二
郎
『
東
京
風
俗
志
』
中
（
明
治
三
四
年
一
九
〇
一
刊
）「
両
国
の
川
開
」、

前
掲
書
注
41
。

（
47
）　
「
風
俗
画
報
」
一
三
三
号
「
新
撰
東
京
名
所
図
会
第
四
編
浅
草
公
園
之
部
上
」
東
陽
堂　

明
治
三
〇
年
（
一
八
九
七
）
一
月
二
五
日
参
照
。

（
48
）　

池
田
義
信
『
好
古
集
覧　

革

図
考
』（
弘
化
二
年
一
八
四
五
刊
）、
東
北
大
学
狩
野

文
庫
蔵
本
参
照
。

（
49
）　

前
掲
書
注
29
『
東
京
名
勝
図
会
』「
神
田
神
社
」
の
項
参
照
。

（
50
）　

前
掲
書
注
33
『
改
訂
増
補
東
京
名
物
志
』「
烏
森
」
の
項
参
照
。

（
51
）　

前
掲
書
注
33
『
改
訂
増
補
東
京
名
物
志
』「
銀
座
通
」
の
項
参
照
。

（
52
）　
「
風
俗
画
報
」
一
三
一
号
「
新
撰
東
京
名
所
図
会
第
一
編
上
野
公
園
之
部
下
」
東
陽
堂
、

明
治
二
九
年
（
一
八
九
六
）
一
二
月
二
〇
日
。

（
53
）　

前
掲
書
注
33
『
改
訂
増
補
東
京
名
物
志
』「
竺
仙
」
の
項
参
照
。
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（
54
）　

前
掲
書
注
33
『
改
訂
増
補
東
京
名
物
志
』「
大
彦
」
の
項
参
照
。

（
55
）　

同
前
。

（
56
）　
「
風
俗
画
報
」
二
二
六
号
「
新
撰
東
京
名
所
図
会
第
二
八
編
日
本
橋
区
の
部
其
４
」
東

陽
堂
、
明
治
三
四
年
（
一
九
〇
一
）
二
月
一
五
日
。

（
57
）　

三
菱
倉
庫
株
式
会
社
編
『
三
菱
倉
庫
百
年
史
』
三
菱
倉
庫
株
式
会
社
、
一
九
八
八
年
。

（
58
）　

明
治
二
〇
年
（
一
八
八
七
）
制
定
。
郵
政
省
編
『
郵
政
百
年
史
』
逓
信
協
会
、

一
九
七
一
年
参
照
。

（
59
）　

三
菱
経
済
研
究
所
附
属
三
菱
資
料
館
編
『
三
菱
の
あ
ゆ
み
』
三
菱
経
済
研
究
所
、

二
〇
〇
五
年
参
照
。

（
60
）　
『
安
田
火
災
百
年
史
』
安
田
火
災
海
上
保
険
、
一
九
九
〇
年
参
照
。
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Abstract

Study of the “Mitate-moyo”
in Tokyojiman Meibutsu-e

―― The Transition from Edo to Tokyo Seen through “Mitate” Design――

OKUBO Naoko

Tokyojiman Meibutsu-e, printed during the years Meiji 29 and 30, belongs to the category of 

“harimaze-e” style nishiki-e.　Each nishiki-e contains a part dedicated to the “mitate-moyō” 

（“mitate” design pattern） which represents noted places and things in Edo and Tokyo.　In this 

paper, I investigate this “mitate-moyō” in order to grasp how the “mitate” device which is char-

acteristic of the late Edo era, evolved during the Meiji era.

Up till mid-Meiji, people in and around the theatrical world of kabuki cherished the device 

of “mitate” design in ornaments for the theater like the “shikiriba-kazari” and in “design games” 

like “tenugui-awase”.　These examples prove that people shared the same kind of emotion and 

knowledge on the theme of “mitate” such as kabuki.　Through the interpretations of “mitate”, 

they were able to share the same feelings that evoked a sense of belonging to one community.　

These nishiki-e were printed during the age of transition from the old Edo to the Meiji era’s new 

Tokyo.　The diverse selection of the subjects of “mitate-moyō” represents the people’s pride 

for Tokyo, which include nostalgia towards the old Edo and at the same time interest in the new 

Tokyo.　The works of the “mitate-moyō” designer Baiso Kaoru originate in the world of 

gesaku, ukiyoe and kabuki of late Edo.　He enjoyed “design games” like “tenugui-awase”.　His 

“mitate-moyō” inherit the sense of “mitate” of the late Edo era, but at the same time his compo-

sitions and use of colors show a contemporary feeling.　The representation of hidden diverse 

subjects, which is at the core of the “mitate” technique, generated a wide range of motives and 

compositions.　Therefore it can be said that the device of “mitate” design was one of the ele-

ments that gave birth to modern design in Japan.
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